
4 

~ E・

乙の書を読むために・

一一目

I趣旨-

、h 一一一一〆A ず一一一一一一一

E 社会科の学力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

目 ペ{パ戸テストと学力の罰司面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

lV 高校進学学力検査問題と学力の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

V 記述の形式について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

分野別学力検査問題一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

学力検査問題と学習指導 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

I 地理的分野 ・・・・・・・・・ ・・・・・・ハ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

E 歴 史的分野 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

E 政治，経済， 社会自勺分野 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

あ と が き ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80 



， 

この書 を読むために

I 趣 旨

この記要はだいたい次のような構想、で細立てられている。

。社会科の学カ

。ペーパーテストと学力の評価

。高等学校進学学力検奈問題(以下，学力検査問題と略称、〉と学力の評価

。学力検査問題と学習指導

・問題のねらい， ・生徒の困難点， ・指導上の留意点

以上のなかで「学力検査問題と学習指導」に記述の重点がおかれているの

で，この記述の態度についてややくわしく述べてみる。

学力検査問題を通覧すればわかるように，ふだんの学習指導で，この問題と

まったく同ーの形で学習内容がとりあげられるということはまずないといって

よい。したがって，出題された問題に正しく答えることができるためには，ふ

だんの学習で獲得されるいろいろな知識が，この問題を解くことのできるよう

に理解されていなくてはならない。出題された問題にかかわるいろいろな知識

は，中学校で指導される学習単元のいくつかに関係しているわけだから，ここ

で述べる「指導上の留意点Jもいくつかの単元にまたがることも当然である。

したがって， この研究は学力検査問題個々について，それができるためにはど

うしたらよいかというように，そのものずばりというわけにはいかなし、。「生

徒の困難点」にしても，この問題ができないのは，あれやこれやの学習内容に

ついて，このように理解していないからであるとか， r指導上の留意点Jもそ

の問題を直接とくための留意点でなく， その問題にかかわる知識・技能など

を，実際に展開される単元の構造・内容を想定Lて述べることになる。このよ
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うなわけで，r学力検寮問題と学習指導Jの章節は，直接，学力検査問題をど

う指導したらーできるようになるかということでなしこの伊力検査問題を，生

徒の学力をみるーつの窓主して，ふだんの学習指導でどのように指導すること

がたいせつかを述べたものである。

E 社会 科 の学力

社会科の学カと一口にいうけれども，一体，社会科の学力といわれる込のは
ぜっ

具体的には何を指しているのであろうか。この聞に直載に答えるとすれば， 一

つは社会科・の学習指導要領に示された「目標Jであり，一つは生徒指導要録の

「学習の言自録Jにおける「評価・所見の観点」であろう。もっとも，'30年度に

改訂された現行の指導要録では「所見は従来の各教科・科目の分析目標とこと

なるものであり，これはあくまで個人内差異の評価のためのものであって，個

々の生徒の特噴を記入するものであるJとなっている。(也1)そして.一応

所見の観点として

。社会への関心

。思考

。知 i 識

。技能

。道徳的半IJ断

を掲げているが.rその地域や学校の指導目標との関係で修正してもよい」

(注2)としている。しかし， r各教科.科目ごとにこれだけはぜひ個人内差

異の評価で}忘れないようにとしづ重要な項目」であり，r観点の項目は全然各

教科，科目の指導目標ないし評価目標とは関係がないとはし、ぃ切れないで、あろ

うJ (注3)ともいっているから，この点，学カを分析する一つの観点となる

こ主ができょう。 このことは改訂前の指導要録台「学習の記録」の評価目標

として

。歴史る地理・経済・政治 ・社会などの基礎的な諸概念の知識・理解。

。問題解決法を用いる能カ，批判的な思考をなL得る能力。

。他人の必要と権利との尊重，会民的技能の習得。
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が掲げられており，これと現行の「所見の観点」を解説く注4) したものと比

べると，大，体，内容的には同ーのものといえるのである。すなわち，

「社会への関心J (中 ・高〉 社会の諸事象ならびにその歴史的背景，目然

環境との関係などに関心をもち， みずから進んで問題を発見しようとす

る。(この観点は，分析的には，歴史的関心，地理的関心，政治・経済・

社会的関心，道徳的関心等に分けて考えられる〉

「思考J (中 ・高〉 では問題の追求にあたって自主的に創意くふうし広

い社会的視野から客観的に批判的に考える。(たとえば，学習の言十両や手

}I隠を自主的に創意くふうする傾向や，偏見にとらわれずに各種の観点く現

実商から，学問上から，技術面から等>から科学的に物事をみていこうと

する考え方を評価する〉

「知識J (小 ・中・高〉 指導計画にもられた地理的，歴史的，政治・経済

・社会的な知識を記憶し，いるいろな場合にこれをはたらかせて物事を考

え適切な判断をしていく。

「技能J (小・中・高〉 集団の共有物を正しく取扱わいろいろな地図や

年表を読んだり描いたりする。いろいろな専門書， 報告， 自害などの資

料，統計，図表などを問題解決のために有効に利用する。

「道徳的判断J (小・中・高〉 反省的思考にもとづいて道徳自怖高値の判断

を適切に行なう。 く身近な問題を通して人間生活ーや人生問題に対してEし

い道徳観をもっているかどうか，具体的な行動をみて，その態度に着目し

て評価していく。しかも，行動の記録でないのだから知的な商をからみ合

わせたものでなくてはならない)

とある。

この二つの指導要録の「所見の観点」 ・「評価目標」と学習指導要領の「目

標Jを考察すると，社会科の学力を構成する要素として，

知識，理解，思考，技能，態度，能力，関心など
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に分析することができる。

しかし，これらは学力を構成する要素に分けただけであって，これを学力そ

のものとはいえない。むしろ虫これらの要素がどのように関連し合い構造づけ

られているかが問題なのである。この点を解明す石ために別の角度から学力を

考えてみることにする。

学力を「経験ど学習の結巣獲得したあれこれのカ」ということは素朴な表わ

し方ではあるが別段異論ばないと思う。しかし，これを 「学校教育を受けるこ

とによって獲得した力Jというように解釈すると，その意味は前者より限定さ

れたものになるし，実際もまたそうである。との両者のいずれにしろ， r学ん

だ結果断専したカ」はn それが終着点なのだというように誰しも考えてはいな

勺ーーしかし，実際はそうでない状態も多いのだがーーすなわち，学んだカ

は新しい事態に対処して問題を解決で、きるものであることを期待しP かつ，前

提としているはずでおる。このことは新しい事態に対処すること，すなわち，

学習することができるための学力で‘なくてはならないことを意味している。だ

から，学力というものは 「学んだカJと「学ぶ力」の両者を含めているはずで

あるし， r学んだ力」が 「学ぶ」に発展することを当然期待しているわけであ

る。これを別な /1:..t. ~f/l でいえば生きて働くカの猿得ということである。そ

こで生きて働く力ということが問題になる。

ところで，学力ということと生活力ということを同ーのものと考えてよいで

あろうか，あ句人は学力があるとL、う場令，その人の生活力が旺盛であるとと

を指して一般にいうであろうか。また，学校での成績が社会に出てからの発展

に一致するであろうかr もちろん一致する人も多いけれども一致しない場合も

多ペある。さらに独学という場合F 社会生活全般について学習することを指し

ていない。 ζれは学問を学校教育によらないで自分の力で学んだという こ之を

あらわしている。そラすると，その逆をいえば，学校で学ぶ主要な内容は学問

であることを指しているのだともいえる。

以上のことは現在一般にもちいられ七いる「学力」という HことばHの意味で

ある。だからといって現代の学校教育で「学力」をこのように単純に割り切っ

でよいという理由にはならない。現代の学校教育はオルセソのコミ主ニテース
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クーJレの考え方をまつまで、もなく，学校と社会を分離して，学校は学聞を授け

る所だと簡単に割り切ることは許きれない。学校で学んだカが生活力に結ばれ

るものでなくては現代の学校の存在意義は大半失われたものになる。しかし，

そうかといって生活力の獲得がすべて直接経験によってであるとするならぽ

ーーもちろん，経験によって獲得されたものがもっとも堅固なカであることを

認めるものの一一それはきわめて限られた範囲のものになってしまう。これに

反して.現代社会に生きる一人一人は単に金銭を得て，それで食べ住い，若

ておるだけの生活であればよいということは許されない。なぜならば，政治に

参加すること自体， 主権者としての国民の民主主義社会の基本的な権利である

よ，その政治に対する判断は自国内の情勢にとどまらず，世界的規模において

なされなければならない現代は，一層広くまた深い情勢判断を必要とするから

である。さらにまた，終験されたものこそ真に生きて働く力ということで，学

校教育も社会の実生活を経験させる場とするのであるならば，何も学校を設け

ずとも社会生活の中に子どもを投入し，そこで経験させればよいのであって，

あえて学校を設ける意義はなくなってしまう。

そこで学校で教育するというこ之は，現実の社会の中で経験によって学ぶと

いうことと，何か異った学習をさせるものでなくてはならないはずである。現実

の社会の中で学ぶということは，問題に遭遇して，その問題を解決していくと

いうことと同義である。この場合，問題を解決していくということが，やみく

もに手当りしだい，試行錯誤的に行動するというので為るならば，それはもっ

L 1， とも拙劣な仕方であり，偶然を期待するものだといってよい。人閣の問題解決

は多かれ少なかれ見透しをたてるはずであり，また，たてなくてはならない。

これは解挟案をたてることでもあるが，この解決案をたてる基盤は，その人の

これまでの経験とそれを一般化した表象であり概念である。そして解挟集をた

てるこ之は既有概念の改造一一 観点あるいは機能の転換一ーなのである。 この

問題解決ということは，これまでの既有概念と過去経験が豊富であり，かつ，

脈絡を'もっていればいるほど効果的に解決することができるといってよいわけ

である。

ところで，個人の経験は前にもいったようにきわめて限られた範囲のもので

あるから，その狭い経験で解決案をたてることは容易でない。この場合個人の
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過去経験だけでなく ，他の人人のそれをなんらかの方渋で自分のものにするこ

とができれば， その人はより効果的な解決案をたてることができるはずであ

る。この場合，他人の経験や表象を自分のものにする方法は模倣することによ

ってできる。この模倣による場合もやはり自分の接することのできる人という

限られたものになるからr その範囲は狭くなる。より広いより深い経験を手に

いれる方法は 11こ之ば'/をもちいることによって始めて可能になる。すなわ

ち， "ことば11によって他の人の経験を手にいれる方法一一これこそ人類が今

以の文化を築きあげた最大の理由であるが一一これができればこそ人類の幾世

相にも及、ぶ経験の集積をわれわれのものとして獲得することができるのであ

る。

この"ことば"によってあらわされた人類の経験の集積をわれわれは知識と呼

ぶ。すなわち，知識の獲得が解決案をたてるために欠くことのできない条件な

のである。そして，人類はこの知識の体系だてられたもの，すなわち，物や現

象の本質を追求し，その論理的構造を明らかにしようとする科学を成立さぜる

ことになる。これは物ぞ現象の背後にある本質真理を追求するものであり，本

質唱ピ求めるということは，その抽象度がきわめて高くなることを意味し，した

がって外延はより広くなる。このことは科学の有用性がもっとも一般的である

ことを示している。したがって知識は科学として体系だてられていることが，

その有用性を一層4将卒するものだといえる。

この意味で学校教育においてまずとりおげられなくてはならないもの，すな

わち，学校教育の筒標を知識の獲得におくとする考え方が成立する。そして，

その知識はあれこれのばらばらな知識でなく ，科学へ発展するものであるとい

うことを前提とする。

先に掲げたように社会科の学力を分析して知識，理解，思考，技能，態度，

能力などに分類したが，この知識については，以上のように社会科の学力の中

に位置づけることができる。

ここで注意しなければならないことに，知識が"ことばN の定式をかりて表

現されるということが， "ことば"を"こ efi"として発声したり読まれると

いうことになり，その発声と"ことばげが代表している物や現象と切り離して

狙立した生王塑現象としてだれもが発現できるという性質をもつことである。こ
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のと之は 11ととば"の意味するところーー経験ーーと Lてとらえず， F'ことば"

そのものを記憶する弊に陥ることがしばしば生ずる。したがって，このことは

知識を与えるということが経験を "，;:~ ~í" であらわしたもの， すなわち結果

を与えるということになり， HことばH のやb取りだけで知識の獲得がなされ

たというようになる。しかしこれでは Hこ・之ば11 を記憶し 11ことぽ"を発声

するこ之はできても，その/1ことば"で考えたり，行動することはできないの

だ、ゐる。

知識を与えるとか，知識を獲得したかどうかというとき， それにかかわる

11ことff"を発声しえたとか文字で書いたとかいうことで，その知識をもって

いると軽々に断定できないのはこのためである。

しかし "ことば"を発声したり文字で表現しただけで知識をもっているか

否かわからないといったが，もし，その知識をもっている状態が理解されてい

るという思考過程でー記銘されており再生できるなら，その知識は生きて働くも

のだと判定することができる。

すなわち，理解はその知識が生きて働くものであるかどうかをあらわすもの

であり，単に"ことば"の丸暗記でなく思考がなされて記銘されたかどうかを

示すものである。つまり記銘が思考という過程でなされているということが理

解である。

このように理解宏ともなった知識が生きて働く知識であるが，その知識が理

解をともなって記銘されているかどうかを見る観点としてつぎのようなものが

ある。(注5)

a 事物や彦橡を一定のカテゴり戸にあてはめたり，特抹的な事例をそれに

対応する概念の下にひきいれたり， 1どれは何か」という問に答えるこ

とでおる。これらのばあいの理解は初歩的な形式において認知と一体に

なる。

b 現象の原因，そのもたらす結巣を明らかにすること，すなわち，ある現

象を因果関係のある体系のなかにふくめること。あるいは，現象の担原

やその発達を解明し (1なぜ， また， どのようにしてそれは生じたの

かJiなんのためにそれは起こるのか」というような聞に答えることを

意味する〉このような解明は現実の事物や現象のなかの本質的， 法則的
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な関連を明らかにする石

c 人人の行動を理解するということは，その行動の奇主観的な原因，その行

動の動機， その行動の目的， その社会附意義を明らかにすることであ

る。

δ 理解はあi5ものが導き出される根拠を明らかにすることである。数学よ

の定理証明，数学問題のとき方の理解などがこれである。

e ある物体がどのように構成されているか，それはどのような部分から成

り，各部分はどのような働きをし，その相互作用はどうかを明らかにす

ることを意味する。

あらゆる種類のメカ ιズムの理解，有機体の精進とその活動の理解な

ど。

f 言語の理解

外在的意味だけでなく内在的意味を理解する。

以上のことから，理解をつぎのように定義づけることができょう。

「理解は，現実の事物や現象のなかにおける本質的なものを解明する思考活

動である」と。

われわれが知識を獲得させるのだという場合，当然， 理解というこ ともその

知識の性質と'して含まれているのだということははっきりしている。学習指導

要領め目標では，しばしば理解させるとし、う表現がでてくるけれども，とれば

以上のような意味では撞したらよいと思う。

理解が思考活動の重要な地位を占めるものであるということを述べたのであ

るが，このことはもはや思考め問題にふれてきている。

思考とはわ常に，すでにもっている知識(これからあれこれの結論がひきだ

される〉を媒介として行なわれるところの問題解決である。 (注員〉

したがって，生徒が新らしい学習内容に接したということは生徒を問題場面

においたことである。ところが，この場合教師がその解答を過早に与えること

は，生徒に思考をさせないで、"ことば"の定式をかりた結論を暗記させるとい

う弊に陥ってしまう。

さて，ー思考という ζ とについてここで述べる余裕はないが，つぎの点だけは
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r-首~，

指摘しておかなくてはならない。それは，思考はすでにもっている知識の改造

であるということである。このことはそれにかかわる内容をもっていなくては

思考はできないということでら仏具体的な内容をもたないで、思考力をつける

などということはありえないということである。

ここでは以上のように知識， 理解，思考の関係を意味づけることにしてお

き，つぎに能力イ技能について述べてみよう。

能力について，

既有の知識を媒介として問題を解決することがでをるということは，知識を

理論的な課題子実践的課題の解決に用いることができるということであって，

この課題解決に知識を働かせることが能力である 3 すなわち，能力とは習得さ

れた知識を土台として意識的に遂行される笑践的な行為のために人間が身につ

ける用意のことであり，活動する知識のことである。(注7)

したがって能力は知識の内容之関連しているし，さらに笑現の手段としての

技能と結びついている。

技能は課題解決の場合，実践行為としてあらわれる。すなわち，行為は身体

の意識的な運動でゐるが， この身体の運動は運動感覚として知識と結びつい

て，すなわち，意味づけされて大脳皮質に一時的な強固な結合がなされる。こ

れが技能であり，技能は行為することによって獲得され定着する。

能力をたかめるためには，→安を4械に適用する過程=すなわち，練習の過

程が必要である。このことは練習の重要性を意義づけ，さらに反複練習によっ

B て獲得される習熟にまで発展させなくてはならない。戦後わが国で、練習という

ことが軽視される傾向にあることはじゅうぶん反省の要がある。

以上，知識，理解，思考，技能，能力の関係、について述べてきたが，これら

の諸要素のほか，態度の問題があり，さらに，社会科では単なる知識を授ける

のでなく，社会についての見方考え方をそだてるのだkいう意見がつよく存在

するので，これらの問題をこれまで、述べた諾要素と関連づけながら簡単に述べ

ることにする。

きてミ態度と意識の問題であるが，態度とは一般に個人の反応を指向する心
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的の構え(注8)を指すものであり，意識とは人間の現実反映の最高の形式で

あり".::.~fi" とともに発生し， Hことば"によってなされる。意識は社会的

意識と個人的意I識とに区別される。社会的意織の現象に属するものは自然，社

会，人間の思考にかんして社会がつ〈った知識で、あり，個人的意識は社会の成

員である個人の現実反映の最高形式である。したがってs個人の意識はその個

人が周囲の人々と毎日のコミェニケーションの中で，教育の課程で，文学作品

を読むさい，ラジオを聞くとき，映画をみるとき等々で習得する社会的に形成

された表象，概念，思想、によって制約される。(注9)

以上のことから個人的意識の問題はその人によって獲得された現実反映の最

高の形式，すなわち，その人のもつ知識の総体であり，それはw社会的意識を

その人の生活や活動の状混，その人の人格的特質によってっくりかえて獲得さ

れたものでゐる。したがって，意識の問題は態度に依存し，また逆に態度を規

制するこ之になる。しかも偶人の意識は客観的意識の主観的反映であるけれど

も社会の形成した知識を獲得する形でおこなわれる限り，その習得された知

識の内容が判断の方向(見方や考え方〉を決定づけ，それゆえに意識とはその

人のもつ知識の総体である之されるのである。

学習指導要領の目標が，意識とか態度の形で表現されていることは，やはり

それなり広意味のあるととであって，社会科の目指すところが実践的な社会人

をそだてようとす奇ものである以上，その目標をこのように表現するのは当然

である。そこで問題はむしろ，この目標を達成するためにどのような内容と方

法によるのかということなのでおる。

どんな内容でJということはこれまで少しもふれなかったが，これについては

昭和30年 2月に発表された第五回中開発表の「中学校社会科の目標および内容

について。 1;中学校社会科の基本目標について」でつぎのように述べてい

る。 r・・・・・・中学校の社会科では，その目標達成のためにこれまで、に述ベたよ

りな趣旨による地理教育，歴史教育，政治，経済，社会に関する教育を行なう

ものであって・・・・・・」。 すなわち，社会科の目標宏地理・歴史，政治，経済，

社会を内容として指導することによって達成しようとしているこ とははっきり

している。さらに，33年に発言反された改訂社会科指導要領では一年で地理的分

- 10-
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野，二年では歴史的分野，三年では政経社の分野を学習内容と Lて指導するこ

とを原則としその内容の大綱も示されているので，これ以上こかたびはふれ

ないこ主にする。

以上，社会科の学力について述べてきたが，今一度要約していえば，つぎの

ようにまとめることができる。

「社会科の学力は，地理，歴史，政治，経済，社会についての知識くここで

いう知識はこれまで述べてきたような意味での知識で為ることはいうまでも

ない〉を習得し，その知識が理論的な課題や実践的な課題を解決することので

きるような能力にたかめられ，かっ習熟したものであること」

さて3 知識の獲得と思考力を獲得することとはどのような関係にあるか。し

ばしば社会科のねらいは考える力を獲得さぜることだといわれるけれども，前
/ 

に述べたように内容なくして思考力を獲得させるなどということはありえな

い。たしかに思考カを獲得させるというこ とはたいせつなねらいである。 しか

しそれを獲得する過程は知識という 内容の獲得の仕方のなかにあるのであ

る。・このことはこれまで述べてきたことで明白であるが，知識獲得の過程で得

られるものは思考力だけでなく，知覚，記憶力，想儀カ，言語カなども得られ

るのであるから，これらに思考力を含めて認識力と呼ぶことができる。それで

認識力の獲得についてつぎのようにま之められる。

「科学的な知識の正しく組みたてられた習得は同時に生徒の認識カの発達の

過程である」と〈注10)

この認識カの発達は学ぶ力=問題解決力の獲得を意味する。したがって社会

科の学力をさらにつぎのようにいいあらわすこともできょう。

'， 1 i社会や社会生活についての体系だてられた知識=科学を社会のさまざまの

問題を解決していくこ・とができるように獲得されてドる総合的な能力J

以上の社会科の学力についての考え方は一つの試案であって，このととは学

習指導の実際に即して今後さらに検証し，学力の構造や，学力の形成過程を究

明することによって，学習指導法の改善に資したい。
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ミうムてよ5おプ教授学(上〉矢JI腿光訳明治図書
ソ~エツトの

教科書
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目 ペーパーテストと学力の評価

学力を構成する要素として，関心，知識，思考，技能，能力，態度を学習指

導要領や生徒指導要録から分析するこ乙ができるけれども，これらの要素をこ

れまで述べてきた学力の考え方から，つぎのように整理することができる。

知識(理解をともなった〉認識カ(知覚，思考九記憶力，想像力，言語

力〉技能，能力，関心，態度

とれらが獲得されているということは，大脳生理からいえば，第一次信号系

と第二次信号系の形で大脳皮質に一時的な強固な結合がなされているというこ

とであり，それはいいかえれば，第一次信号系と第二次信号系とが大脳皮質に

記銘されているとい5ことになる。したがって学力を罰可面する之いうことは，

この記銘があるかないかを再認あるいは再生させてみることである。そして，

その記銘されているものが理論的な課題や笑践的課題を解決することができる

かどうかをみるのは，能力や態度があるかどうかを評価することである。さら

に窓、考力は，この課題解決のさい花新しい事態に対処し得るように，記銘され

たものを操作し改造し得るかどうかによって評価することになる。

ペーパーによるテストは，第一に，記銘されたもののうち"ことばH や記号

で、保持されたものを再認あるいは再生させることであり，これは主として知識

が記銘されているかをみる。第二巳理論的な課題を与えてそれが解決できる

かどうかをみることによって，知識が理解を之もなって記銘されているか，す

なわち，思考力，想像力，言語力，技能， ‘能力はどうかをみることになる。さ

らに，記述を要求する場合や図上の作業を要求する場合には言語力や技能を評

価することが可能になる。なお記述することは，自分の"ことば"で再生でき

るかどうかということであって，それは理解が確かなものであるかどうかを判
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定する上に特に効果的である。

態度は個人の反応を指向する心的の構えが行為を通してあらわれるものであ

るから，一般にペーパーテストによって評価Lょうとすることは困難である。

なせ'ならば， ペーパーテストで解答を求めるこ之は， その心的傾向を"こと

ば/1で表現させることであり，その"ことば"の意味することと行為が一致す

るとは限らず，心的傾向をみるためにはある期間継続的に観察しその恒常性

において判断しなくてはならないからである。 しばしば，態度をみると称し

て，ペーパーによるテストがなされるのをみうけるが，これは意識をみJること

であって態度そのものではない。なるほど，意識と態度・は密接なつながりをも

っているけれども，意識と熊度とを同ーのものとすることは無理である。この唱

ととはペーパーテス トの限界を示すものである。

lV 高校進学学力検査問題と学力の評価

これまでに実施された本県高校進学学力検査問題のうち，社会科?それはす

べてぺ戸パーテス .トであるから， IIIで述べたように，ペヶパ{テストによって

評価される学力と，その限界をこえるものではない。そこで，最近五か年閣の

社会科の問題を分析してみると， 。問題の内容，設問の形式から，問題をつぎの

ようないくつかの類型に分類することができる。

a 認知(意味をともなった知覚〉カをみる問題，これは事物や現象を一定

! のカテゴリヶにあてはめたり，特殊的な事例をそれに対応する概念のも

之にひきいれたり， Iこれは何かJ というような問に答えるものであ

る。

b 事実的側面の再生を要求する問題。(どうしてこうなったか，これは何

か， これはどのようにしておこなわれたのか， このあとに何がくるの

か，これは何からなっているのか等々〉

c 事物や現象を比較ずる問題

d 事実，できごと，登場人物の特徴づけを要求する問題

e 材料の総合化や体系化を要求する問題

-r 13 -



f 巳ぶんにとって新しい事・突を既知の知識を使って説明する生徒の能力を

みる問題

V 記述の形式について

学力検査問題と学習指導の章の記述の仕方について，あらかじめ，ここで‘説

明しておく。

30年度 (7) とあるのは，昭和30年度に高校第一学年に入学ーを希望する生

徒を対象にしておこなわれたものであり，したがって受検生

はだいたい汐年度中学校卒業生とみてよいことになる。 (7)

は社会科の問題の排列されたJI蹟序，すなわち，第7番目の問

題の意味であり，検査用紙に記載されたとおりを示してい

る。

(30.7) あるいはくィ， ー70.I P， -43・5)と記載してあるのは，金県下

の高校受検生(その中には不合格も含まれている〉のうち約30%を

無作為抽出した場合のその問題についての正字奪三事Zを示し，ィ， ロ

は同ーの番号内の分割された問題のおのおのの正答率である。 .

解説 1 は主としてその問題のねらいについて述べた。

2 はその問題ができるために，どのような点が生徒の障碍である

のか，問題そのものからくる困難点や，生徒のふだんの学習状

態からくると思われる困難点などについて述べた。

3 はこの問題ができるためには，ふだんの学習指導にどのような

配慮をし，どのような点に留意したらよいかを学習内容，学習

指導法の両面から主と Lて述べた。

- 14-
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廃 史 的 分 野

原 始|古 代|封建前期|封建後期|近 代 |主 1*

m議 I ド10)斡I(輝君
比較

(4) 鎌倉時
代以後の郷
土の史実と
年表

(5) 宋との
関係

(5) 消との
関係

(.5 ) 四大 1(9) 奈良 I(9 J 浄土真
文明発生地|仏教の特色| 宗の特色
と農耕 l 

(5 )鎖国 1(4) 憲法制
定.8露交 |
渉言， 人権宣

(5)冠蒙と古 ||〔5〕 開国と
と金峯 代と金色堂 ラZbiタそ ↑事 神奈川
-τIf 

(地凶〉
• I 

l 後発(6達のJ 1850以
民主界政治
と1ltの

民主主義の発
|逮(年表〉
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政治・経済・社会的分野

民主主義 | 政 治|経 済 |租: 会 |文 化| 国際関係

(7) 民主 (9) 基の分本的 (3) エシゲ (2) 出産 (4) 国際国

主の史義発実達 人権 類 (ルグのラ法ブ員〉11 と死亡
(グラブ〕 連際比連盟較合主の

(6) 岡際収
支と外貨 . 

(2) 民主 ( 1 ) 国会の (6)家計の
主義の考 際限 経済
え方とこ
とわざ

[7府〕後のと産太明の業治平民振政洋主
(3) イギ

戦興 主りスの民
権の仲E畏 化の政策

、
(:3革〕 農地改 〔生〕 景気の

(6構市か3成の左年い相，都齢な違
(7) 国連

くグラフ〉 変動 加盟

(8) 地方自 (10) 平和

治会種類普共通団地体方の
〈グラブ〉 条保条約と安

約の
締結

(7)民主 C 8 ) 社会保
(6く豊1富表変石〉炭化消と的な考え 降fuiJll:

' 方
， 

(7) 基本分類的

(8後変〈おの〕グ化輸のもラ戦箆な出jt7易特前品関3 説の色目

(4) 三大
人権の 宗教の発

生地と布
教地

. 東くア地南の図宗ア〉教ジ

t 

-17ー



4柑l

学力検査問題と学習指導

I 地 理的分野

初年度(1 J 

つぎの工業地滑i'I.，どこにあるか。地図に示してある場所の番号・を選んで仁 〉

の中に書きなさい。

イ.( 〉マジチェスター工業地荷

ロ.く 〉ウラル工業地帯

ハ.く 〉五大淑工業地帯

ニ.く 〉ライy工業地帯l

ホ.( 〉ベルギー工業地情 v ""J. ~~二r • 

くイ-(，9.4 1'1-(，0.0 ハー79.0 ニ-32.0 ホ-36.8)

解説

! 上の各工業地帯の位置を地図上でさし得るかどうかをみる問題。歩なわち

地名を地図の上で記銘しているかをみるものでふる。地名の記憶をただ"こ

とば"でもっているだけでなく，空間における地点位置として常昨地図と結

びつけ，その地図を脳裡に描きうるように習熟していることがたいせつであ

る。

2 この五つの工業地帯のうち，ラインとベノレギF 工業地帯の正答率が低い。

この二つはあまり深くふれない所であるから生徒の記銘も確実でないのかも

知れない。

3 記憶を確かなものにするには: a I印象の強いことJ，b I反復練習J，

C Iそのことにかかわる過去の経験における連合の豊かさ，連合の多様性が

あること」などであるが，この場合は工業地帯名を"ことば11でおぼえるだけ

でなく地図で見い出したり F さらに，白地図に記入するなどの作業を伴なえ

- 18ー



ば一層確突に記銘される。地理的分野の指導で地図党用い，描図作業をする

ことが基本的な指導法であるこ となど，今さらいうまでもないことである。

連合の多様性ということからみるとr イのマンチェスグーはわが国の綿業

の競争者としてしばしば引用され，大阪を東洋のマンチェスターといったり

するし， ロのウラノレは欧亜を分ける境界線としてのウラノレ山脈に連合し，か

つコンピナートというソ連独特の工業形態と結びつけ，その代表的なものと

して指導される。ハの五大湖はアメリカ合衆国の五つの湖を指すものである

ことから，五大湖といえば，すtぐアメリカを連想するくらいに指導されてよ

いはずである。ラインとペノレギーはどちらも丙ヨーロヅパの工業地帯である

がラインはライン河との連合で.ベノレギ{はペネノレタス三国の中に位置づけ

て指導されれほ，その関係位置はそう判別に困難でないはずである。

以上のような，いろいろの連合を伴なって理解していることが，このよ う

な問題を解く学力ということができるから，指導に当っては，t.こだ工業地帯
名を教えるだけでなく，その分布，立地条件，主要工業の種類などを指導す

ることがたいせつである。

30年度 (5)

方
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収
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目
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付

ラ

作

グ

の
の

稲

右
》』

米の 収穫 高

のである。 400 

イ このこつのグラ 7をみて，， -300 
ぎのーーの上に適当なことばを

主iきなさい。 200

明治12年からH荷邪124年までの問Iao 
にa の o
地方日はわずかであるのにくらべ ~ 12 22 32 42 i 8 ~ 4 

( 1819年)

てb は万町歩 稲の作付面積
約c f告になった。 20 ~ 

ロ明治12年と， 昭和2伴との米 10はは |斗I---l I斗 HH ト~H
の収穫高に差がみられるのはな J 11 11 11 11 11 11 11 11 
ぜか。 U212 22 32 422854 14 24 

{県縫針銀資料によ る}

その理由を三つ術単に脅きなさい。

‘2 3 

(イ-73.3 ロ-43.6)
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• 
解説

! この問題は，一つは新潟県の米の収穫量と稲の作付面積を来すグラフを読

むことができfるかをみるものであり，一つは米の収穫量の増加した理由をど

れだけ理解しているかをみるものである。前者については示されたグラフを

女主主化するということであり，後者は二つのグラフを比較し，そこから読み

之れる条件と既有の知識をつかって理由を述べさせようとしているものであ

る。

乏 イの正答率は73.3%-C高い。これは地理的な考察力がなくても棒グラ 7の

読み方がわかれば答えられるためであろう。それに比べてロの43.6%は後に

も述べるが記述形式に対して弱いことをやはり示Lている。この問題は稲作

が成立するための基本的な条件をEれだけ理解しているかをみるわけである

が，この提示されたグラフで耕地の拡張がないということから，単位当り収

量の増加であることを読みとらなくてはならなし、。これが困難ぷの第ーであ

る。つぎに，稲作を左右する条件として気候が大きいけれど，この点，明治

12年以来昭和24年に至る問，大きな変化はあり得ないから，これから考える

ことは，ある特定の年の収穫を問題とするものでない以上無理であるという

点に気づかなくてはならない。これが困難点の第二である。そうする主自然

条件でなく社会的条件が中心になり，品種の改良，化学肥料の使用増加，土

地改良などをあげなくてはならないが，これらの稲作を成立させる条件を理

解し記憶していなければできない。

。3 グラフを読む力の指導については後で一括して述べることにするが.数学

.の指導と社会科の指導では効果的な重複は望ましいが，おのずから限界があ

り，社会科ではそのグラフに示された現象を解釈するということが指導のね

らいになる。したがって，こ、のような問題に対して，稲作を成立させる基本

的な条件についての理解ーー『これは社会科のみでなく理科ともじ甲うぶん連

絡がなくてはならないーー「を郷土の問題を指導する際に具体的な事例をとり

あげて指導すること。さらに，日本の農業を指導するとき， a日本農業の発

達がどのような形で行なわれてきたかo b各種作物の競合関係の時代的変

化，c日本農業の問題点一一司機械化r 兼業イじ有畜化，共同化等一ーをと り
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~げ指導するならば， その一環としての和寄県の稲作についても一層理解を

深めることになる。

31年度 (8)

つぎは，北陸地方・中央高地・東海地方の産業に関係あることがらである。この

うち，北陸地方と中央高地とにあたるものはどれか。それぞれあてはまるものの番

号を( )の中に書き，また，そうなっている理由を簡単に書きなさい。

l 茶やみかんなどの栽培が盛んである。

2 米の単作地帯が多い。 3 養蚕業が磁んである0

.イ 北降地方( ) 理由

ロ 中央高地( ) 理由

くイー32.0 • ロ-23.7)

解説

! これは中部地方の対照的など地域についてp 各地域の農業よりみた特色を

どの程度理解しているかをみる問題である。まず，どの農業経営はどの地域

の特色を示すものかをみるわけであるが，これは三地域の地域性をあらわす

概念の一つの側面を記銘しているかどうかを手写生させたものでゐる。つぎに

そのよう定現象の生ずる理由を問うわけであるが，このように記述させる形

式は生徒がこの理由について記銘している内容を自分の HことばH で再生で

きるかどうかをみるわけであって;これは理解がより確実で、あるかどうかを

過去経験における連合の義かさ，その多様性があるか，さらにp そのうちで

も，もっとも本質的なものに対応する連合があるかをみるわけである。特に

理由を簡単に書きなさいという要求であるから，連合の多様性を求めるよ

り，本質的なものをもっているかを問うものである之解すべきであろう。

2 五か年聞を通して全般に記述形式の問題は正答率が低い。との問題もその

例にもれず， イが32.0%，ロが23.7%である。 1でも述べたように自分の

。こ è~!" で再生できるということは， 理解がよ D確かであることを示すも

のであるが， ーそのためには思考を之もなった学習の過程が必要である。した

がって生徒の困難はこのような学習を通らず，丸暗記で記憶するというとこ
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ろにあるようである。

3 ある地域の特色を知るためには他の地域と比較することが有効である。こ

の問題は中部地方の自然的にも社会的にも対照的な三地域の地域性をどのよ

うに記銘しているかをみる問題であるがp そのためには，まず，三地域の地

理的伶置を地図上に描きうるようになっていなければならないし，さらに，

とのような問題形式にあってはその地図を脳裡に描くことができなくてはな

らない。

三地域の農業の特色は，新潟県-が北陸地方tζ属していることから，新潟県

が米の単作地であることを記銘しておればr イは2でおることに容易に気づ

くはずで、あり，このこ とは直接的な経験もあるわけであるから，理由を記す

こともそう困難と思われない。ロが3であるというと左はそれ自体たいして

困難なものではないであろうが，その理由というと，この正答率が示めすよ

うによくできないのはなぜだろうか。農業生産は第二，第三次産業に?らべ

ると自然条件の制約が大きいということなど指導の際のずこいせつな着眼点で

あるが，それと同時に人聞が自然に働きかけるということの経済的な観点も

基本的な考え方として大切である。 例えば，1"東筈」の新しい社会① 日本の

自然と生活.98ぺージに「世界一の養蚕業r 盈地や扇状地や川岸の台地は，

水利が悪く，7.1¥.閏に適しない。そのため桑が植えられ，農家ではさかんに蚕 1

を飼っている。 」 と山てL、る。 この文章はきわめて短い表現であるけれど

も，養蚕の盛んな理由を簡けつに述べている。すなわち， 7J'<.固に適さないと

いうことは7.K同耕作が有利であるけれども水田化しても経済的に不利である

ために桑をつくり蚕を飼うのだという考え方である。このことは現荘わが国

の農業経営の基本的態度につながる問題である。実際の指導にあたり，この

ような考え方で地域性のは握につとめるこ とが望ましい。
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3'1年度 (9)

有の南アメ Dカの|路地図を見て，つぎの問に答えな

をし、。

イ アマゾY)ljはA，B， C. Dのうちどれか，正

しいものを選んで，その符号をOでかとみなさ

し、。

ロ つぎのことがら々うち，アマゾユノ川流域地方に

あてはまるものにはOを，あてはまらないものに

はxを( )の中に書きL、れなさし、。

( ) 1 日本移民も最近入植ーしはじめた。

( . ) 2 ゴムの栽培は将来有望とみられて

いる。

く ) 3 コーヒーの栽矯が盛んである。

く ) -1 原住民は森林をひらし、たわずかな畑を耕して生活している。

(イ一位5 ロー/6./)

解説

C 

との問題のイは， 30年度(1 )の問題と同じように地名を地図の上で記銘

そているかをみるものである。 ロはアマゾン川についての概念の諸側面の一

部を記銘しているかどうかをみる問題であるが，ここにあげたものがもっ と

も本質的なものかは若干疑問である。ただアマゾン川についての連合の多様

性をみることと，この年に新潟県からもアマゾシ移民が送られたこととも関

連して時事的な関心があるかをみたものである。

'2 ロの1f.答率が 16.1%であることはアマメン川流域に関する概念は握が適確

でないことを示している。こう した状態を生じたのは， a.ブラジノレではコ

ーヒーに重点がおかれ，アマゾンJl.[流域のセJレパスについて軽く扱われてい

ること， b.ゴムの栽培が将来有望であるとしづ反応は，社会的要因を考え

る進んだ生徒にとっては困難であること. C. 日本人移民は台地のコーヒ←

鼠に多いという理解はあったが，最近入植しはじめたという指導がじ申うぶ

んなされていなかったこと.d.原住民の生活は世界的意義をもたないの

で，ほとんど扱われなかったのではないか等が考えられる。

3 ィについては，ロとの連合において記銘させることがたいせつである。ま
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た，気候との関係も深いから，アマゾン川の河口に赤道の還っていることを

地図上で指摘させることが必要である。さらに，ここに示したA，B， C， 

Dの各河川がおもにどこの国を流れているか国と結びつけ，その国とのつな

がりで記銘させたらよい。

ロについては，アマゾン川流域の特色をブラジノレを理解するたいせつな指

僚のーっとして指導すべきである。すなわち，ブラジノレは南米における最大

の国土と資源を有しながら，人口と資本および技術の不足で，その開発が一

部に限られ，これからの国であること。そのため，わが国からの移民も多く

資本もミナス製鉄所の開設なrで熱心に迎えられていること。アマゾン)11流
域も自然条件のきびしさから開発が遅れ，野生ゴムの発見からマナオスを中

心に一時急激に発展したものの，マラヤの栽培ゴム闘に圧倒され今は衰えた

こと。ょうやく近時タュ ~ 1-，こしょうの栽培で開発の呂途がついてきたこ

となど，そして，このこし ょう の栽培は日本人移民によって成功し，この地

域は日本人移民を迎えて開発を計っているこ と。ブラジルは，同ーの時点に

原始と現代が同居している国でゐることなどの連合において記銘されたらよ

し、。

32年度 (1 ) 

.... 
日本のまぐろ船は，遠く赤道附近まで出漁している。これについてつぎの問に答

えなさL、。

イ.つぎにあげてある港の中で，これらのまぐろ船の基地はどこか。つぎのうち

からこっ選んで，その番号をOでかこみなさい。

a.三浦(三崎) b.録鈎 C.四日市 d.枕崎
か< ;1) 

ロ.まぐる紛の議地は，漁獲物の7.1¥掲げのほかに，どんな役割をも っているか。

つぎにおもなものをニっかきなさL吋

(32年度 イ-53.6 ロー/6.8)

解説

1 水産業はわが匿にとってひじように大きな役割もっている。それは国民の
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食生活における動物性たん白質の補給源、Eじて，また貿易における輸出品と

してf まぐろのかんづめはしばしば日米聞の問題になる。さらに李ライン，

北洋漁業の制限などで国民の関心はますます大きくなっている。このようーな

状態は水産業の重要性を如実に物語っているが，このような水産業特に漁業

は沿岸，近海t魚、業の不振から遠洋漁業が一層重要視されるわけである。この

ような視点余ら生徒が遠洋漁業についてどのような知識をもっているかをみ

るのがこめ問題である。

2 ロは基地という概念がどのような知識で構成されているかをみたわけであ、

るが，設問の内容を読んでみると遠く赤道付近まで出漁していると説明してi

いる。との点からも直接まぐろ船の基地について学習したことがなくても推'

測できそうである。ただこの問題形式であると，生徒はどのような高度の内

容を要求しているのかということで常識的な内容をとりあげなかったのかも

知れない。正答率が 16.8%であるという ζとは2 このへんの事情を示してい

るのではないかとも考えられる。

3 海洋学で海流の問題は重要な部門を形成しているが，中学校でとりあげる

海流についての知識は三つの場合が考えられる。 一つは気候因子と Lて世界

諸地域の気視に及ぼす影響，その好例として湾流によるヨー ロッパ大陸の等

温線の分布がある。二つには海流と海上交通の関係。いま一つは海流と漁業

特に海流と魚類の関係がある。まぐろは黒潮にのってわが国の太平洋岸を北

上するという知識を得させることは，この問題を解く上にはなんといっても

基本的な理解になる。

まくいろ船の基地の問題も，漁業が沿岸，近海，遠洋に分けることができ，

遠洋漁業は一度出港したならば一月も二月も操業して帰港するのだから，そ

れに対するいろいろな準備や対策が必要であるというこ とを考えつくように

指導されなくてはならない。これはふだんの学習において，いろいろの知識

をすぐ生徒に与えるのでなく ，生徒が自分でみい出してし戸くという生産的な

思考がなされるように教師が指導するということである。

k
j
'
 
内，“



32年度 (2)

下の図は，イユ/下地方における雨量図と小麦地帯図である。とれをみて，つぎの

問に答;となさし、。

イ.イシダス川流域はなぜ雨量

が少ないか。その瑳由を書き

なさい。

理由

ロ.イジ〆メ川の流主主は，古く

は小麦の生産が不安定であっ

たが，近年は生産が'f;;定してきた。そのおもな組出を書きなさL、。

理由

くイー/5.9. ロ-23.2)

解説

i イン下の気候は熱帯季節風が支配的な位置をしめているo<'(の問題はこの

ことを想起することができるかどうかをみる問題である。提示された年雨量

図からインダス，ブラマプトラ，ガンジスの三河川のうち雨量のもっとも少

ないのはイングス川|流域であるから，どれがイングス川iであるかはすぐ気づ

かなくてはならない。そうすると季節風の吹く方向特に雨期の季節風の方向

が記銘されておれば，インダス川Iの流域はこの季節風の影響が少ないことに

気づくはずである。

ロの問題は降水量の非常に少ない地帯に小麦の生産があるのだから，降水

量の不足は濯がいによって耕作しているのではないかという点に思いいたる

かどうかをみる問題である。これに気づけば近年小麦の生産が安定したとい

うのであるから，この躍がい施設が一層整備拡充されたのではなかろうかと

いう点をみいどすかどうかということになる。

2 この問題は正答率が，イで 15.9%， pでお.2%でよいできとはいえない。

特にイが低いけれども， Iなぜ雨量が少ないか.その理由を書きなさい」と

いう， IなぜJ Iその漂白」ということをどう解釈したらよいかが問題で、あ

る。降水も風も気候要素であって季節風という現象の要素である。したがっ
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て， iなぜ」かという現象の生ずる理由を求めるとすれば，それは気候因子

を問題にしなくてはならないはずである。この問題の場合.同・現象内の内

的関連を求めていることになるが.これらは生徒にとってなかなか困難なこ

とである。

3 インドの自然はわれわれが考える以上に強烈な力で人聞を圧倒していると

いう認識をもつことは，インドについて正しい概念を与えるために忘れてな

らないことである。この点インドの気候を理解する着眼は季節風を第一にあ

げなくてはならない。しばしばインドの気候について，インドはわが国でい

うような季節はない。あるのは暑い，より暑L、，もっとも暑いとし、う気温に

よる区別か，乾挙と雨季の二期に分けるかである。この後者に特に関連をも

つのが季節風である。このように世界の諸地域を指導する場合，もっともそ

の地域の特色を顕著にあらわす7ものを指標にとり地誌を援附するということ

がたいせつである。

ロの問題のように乾燥地農業の特色はあえてインド，パキスタンだけの問

題でなく，中近東，サハラ砂漠週辺の地帯，ソ速のウズベク，トノレキスグン，

チリなども，その例にもれない。したがって地誌を指導する場合，その特殊

性のみとりあげるのでなく， 一般性もじ申うぶん配慮しなくてはならない。

そのような一般化されたものを獲得しておれば，パキスタンの小麦栽培にし

ろ，乾燥地農業と滋がいの関係に当然気づくことになるのである。

33年度 (1 ) 

一玄Iー

左の調k図は，~ ・ 小麦・

納花・さとうきびのうち二

つの農産物の!it界における

おもな産地の分布を示した

ものである。

この分布図のaとbの記

号は，それぞれどの農産物

をあらわしたものである

か。 く 〉の中にあてはま



aの答く 〉 bの答く 〉

(70.3) 

解説

l この問題に示した地図のように，米と綿花の分布を同ーの地図にあらわし

たものに生徒はおそらく接したことがないと思う。そうすると，この問題を

読んで，生徒は既習の知識からここに示された四つの農作物の生産地を想い

出し，これとこの地図の分布の状態を照合するという思考の操作を行うこと

になる。いわば，各地域ごとに獲得した地誌の知識を世界全体に総括すると

いう能力があるかどうかをみる問題である。

2 この問題の正答率は70.3%であるから，生徒の大半はこのような思考とそ

の基盤になる知識を保有しているということができる。しかし，分布をみる

ということは，その限界がもっとも問題になる。そして，その農産物の分布

を二，三の地域で限界をみるのでなく世界全体でみることが』必要であるのに

正答できない約30%の生徒はこの点が不じ申うぶんであったのではなかろう

か。

3 分布図を指導する之きに，その限界が重要であるということを前に述べた

が，たとえば，この問題にあげた農作物の分布というときなどは，その分布

図をそのまま記憶せよといっても無理であーるし忘れることも速い。農作物の

分布が自然条件と探いつながりをもっていることはいうまでもないことでお

るが，特に気候と土地の制約が大きし、。このことは分布を考える場合にも当

然考えなければならないことであって， .地形における傾斜度が一般に 15。か

らお。が限界で為ってそれ以上の傾斜地は畑作といえども困難である。した

がって地球上で農耕の営まれる地形はおのずから，その範囲は限定される。

さらに気候を考えてみると年降水量が 250mm以下では農作物の栽絡は困難

である。このように分布は自然的条件と社会的条件と関連づけて理解させる

ように指導することがたいせつである。そうすれば，直接分布図を見たこと

がなくても，このような問題はこれまで習得した知識をもとにして思考し，

判断することができるわけである。
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33年度 (2)

右の図のAからEまでの符号は，わが国のおもな製鉄所の所在地を示したもので

ある。これをみて，つぎの問に答えなさL、。

イ.地図に示した袋鉄所の所夜地は，つぎのど

れか。その符号を( )の中に書きなさい。
;) ~ 監に ・ 1>・ま

川附〈 UJん八幡市〈 ぷ 釜桁1i

( ) 蜜鶴市 ( ) 姫路市広畑

ロ.つぎにあげたものは，地図に示した土地に

製鉄所ができたおもな遡l由を述べたものであ

.f 

1.鉄鉱石も石炭も近くにj!sし， また港滑にのぞんでいる。

2.鉄鉱石も石炭も近くにないが，鉄鋼の大消費地に近く，また港湾にのぞん

でいる。

3.鉄鉱石の産地に近く，また港湾にのぞんでいる。

4.石炭の産地に近く，また港湾にのぞんでいる。

A( ) B( ) C( ) D( ) E( ) 

くイ-80.0 ロー/7.の

解説

! この問題も地名が地図上の位置と結びついているかをみるこ とと， その地

名が本質的なものと連合して記銘されているか，すなわち，理解内容はどの

ようであるかをみる二つの問題からできている。したがって，地名を地図上

で示すことは機械的な暗記でもある程度可能であっても，それが理解をとも'

なったものでないと， この問題は完全にできない。 この意味で，イの正答率

が80.0%で高いのに，ロのそれが 17.0%で低いのは理解をともなった記銘で

ないことを示すものといえよう。

2 ロの正答率が低いのは，つぎのよ うな生徒の困難があったからであろう。

a 選択肢を二回っかうという問題形式になれていないこと。

b 製鉄所のみでなく，工業の立地条件という一般的な指導が行なわれてい
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ないこと。地誌が重視されているため特殊性はかなりよくは握され吃いる

が一般性のは握が不じ ψ うぶんなのではないか。

C ある現象之その分布までー県知っているが，その属性に関ーする翠解まで探

まった知識をもっていないこと。

3 ここにあげた都市はわ民国の著名な製鉄所の所在地で、ある。したがって，

わが国の士業地帯を現解するたいせつなキーポイントの一つであるといえよ

う。それであるからこれを地図上で示すこ之は80%で高<，おそらくどの生

徒も一度は学習しどの中学校でも指導しているにちがいない。しかし，こ

れらの地点に製鉄所があるというこ'とだけでは不じゅうぶんである。たと

え，それが工業抽務を理解する第一歩であるとはいえ，学習程度としては浅

いといえよう。工業の立地条件ば経済的な因子が強くはたらくものであり，

それはまた変化するものでもあるから，設置された時の条件と現在も操作さ

れてい~条件は変っているものもある。それマ，との問題は設置された条件

を問うものであるが，おのおの設置された年代も具なるから，どれが主要因

であるかは問題になる。しかし，工業立地の条件として，原料・燃料・消費

地の関係は基本的なものとして忘れることはできない。この問題で示した選

択肢の内容も，この意味で，もっとも基本的なものをあげたわけである。

ふだんの学習指導でも，現象にとらわれて，本質的なものの解明を忘れて

は，たとえ指導方法がすぐれており，生徒が確実に記憶しても，内容的には

不じゅうぶんなものといわざるをえない。

33年度 (3J

高知平野では，まえから米の二期作が行われているが，なかにはこの二期作をや

めて一期作にし，野菜の促成栽培を行う農家も多くなフてきた。その砲由を書きな

さい。

答

(33.り
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解 説

この問題は生徒の理解が自分の Mことば"で再生できるぐらい深いかどう

かをみたものである。そして，その理解の性質"'1，このような設問の内容が

導き出された根拠が伺んであるかをみているのであるが，そのためには，二

期作と促成栽培という術語の意味内容をどの程度っかんでいるかということ

になる。さらに，この意味は握を高知平野という個別に適用することがでぎ

るかどうかということ。すなわちp 農業生産における自然的，経済的条件が

どのような関係をもっているかとし、う関係は握ができているかもみるわけで

ある。

2 ねらいでも述べたように，生徒の困難点は一つは術語の理解が不じ喰うぶ

んという ことであり，一つは関係をどのようにつかんで表現したらよし、かと

いうことであろう。記述形式の問題は一般にできが悪いようであるが，その

うちでも，この問題は33.9%で比較的良いようである。

3 わが国における米の二期作として，代表的に取りあげられる地域がこの高

知平野である。ところが，この二期作を単純に米を一年に二回つくるという

ように指導し，収量が多くなるとしづ点にのみ之らわれる心配が多分にあ

る。このような表面的な指導内容におわると，この問題を解くことはできな

い。なぜ二期作を行なうのかという疑問に答えるためには，その収量が香川

県や岡山県の一期作の収量と同じかむしろ少ないのだという事実を示してや

ることである。そうすると二期作でも少ないぐらいだかb一期作であればな

おさら少ないということは簡単に判断される。そこで，高知平野のように高

温多雨の米の適作地でなぜ一期作の収量が少ないのかを考えさせたらよいこ

とになる。 これは台風の被害をできるだけ少なくするため早稲を栽培し，刈

取を早くするので収量が少なくなるのである。したがって労働量の投入から

考えても経済的にきわめて不利な二期作を有利な換金作物に転換をはかるこ

とは必然であるのに，それが最近までなされなかったのは，消費地と結ぶ交

運事情の不利によるものであったこと。それが鉄道の開通や，海上交通の改

善によって可能になったので，高温を利用する促成栽培に転換したわけであ

る。
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以上のように，一つの問題を解くためにも，それにかかわる多くの知識を

必要とし，しかも.その知識は理解をともなったものであることがたいせつ

である。さらに，これらの諸要因は，みな関連し合って現在の状態を生ずる

もので為るから，その構造を適確にとらえ説明づけられるように指導されな

ければならない。

例年度 C1 ) 

左図はある農作物が北海道でしだL、に北の方まで栽i脅され

るようになったことを示した地図である。その作物を下の口

の中から選んでその符号をOでかこみ，北の方まで栽培でき

るようになった。もっとも重要な磁出をむきなさい。

l a じゃがいも b あずき c さとうだいこん d. ¥，帰 |
理由

く54.8)

解説

! この問題は，米作中心のわが国農業の特色を示す具体的な事件ーいかに

農民が米作りに努力し，困難な自然条件を克服してきたかについてどの程度

理解しているかをみた.ものである。

ここに提示された地図をみて， 農作物の限界北進の状態からどの農作物が

該当しているかを判断するわけである。

2 ここに示された地図は多くの教科書に掲載されている。したがって，この

地図を用いて，その北進の理由を教師から指導されておれば，容易にいねを

選ぶことができるはずでおる。正答率の54.8%はこの辺の事情を語っている

のかも知れない。しかし，この地図にも教師の指導にも接していない生徒が

この問題を解くとしたら，どこに困難があるであろうか。それは恐らしじ

干がいも，あずき，さとうだいこん，いねはどのよ うな自然条什の所が適地

であるかを知らない場合であろう。
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3 こ三に示された地図や教師の説明を受けた生徒ができ?ないということは，

その記銘が確実で、なかったことを・あらわすが，このような記憶を強固なもの

にする方法は，連合の多様性をもたせるということで、あるし，意識的な記憶

であるから，その問題意識がどのようなものであったかを考えなければなら

ない。この点は 1に述べた考え方などは一つの示唆となるであろう。

いま一つの場合，すなわち，このような地図にも教師の指導にも接したこ

とのない生徒がこの問題を解くには.どのような指導がふだんなされていな

くてはならないか考察してみたい。

まず，農業は自然の制約をまだまだ大きく受けるという基本的な理解がな

くてはならない。そして，それは気候と土地が大きく関係すること。この問

題の場合は気候，特に気温との関係を問うものであるから，この点について

のみ述べてみる。

まず，北海道の気候の特色，特に気温は冷涼Yであること。しかし，入 8月

は渡島半島から上川盆地にかけて高温になることなど理解していること。つ

ぎに農作物と気温の関係について，いねを除いて他の三つは冷涼な地帯につ

くられるものであること。すなわち，作物気候の初歩について指導されてい

ること。 一一この点は特に時間を設けて作物気候を指導せよ之いうので、なく

世界諸地域の地誌をとりあげ，そこの農業について指導する場合p 作物の種

類にふれるわけであるから，その地域の気候と関連させて取り扱い，それか

ら一般化すればよし、。たとえば，じゃがいもは北米，下イツ， ソ連等r さと

うだいこんはドイツ，ポーランド，ソ連，北米等のように一一

| このほか，北海道の開発が明治初年以後本格化したものであり，屯田兵の

制度などもそのあらわれであるが， このような本.~""Iから移住した人々は北海

.道においても本j十!と同じ農業の仕組に従ったことなど理解ずるならば，提示

された地図をみても，その北進する限界線が米をあらわすものであることは

太体推定できるであろう。
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解説

! との問題は，イ.ロとも地名を地図上で指し得るかどうかをみるものであ

る。ついで，この地名にかかわる連合がどのような内容のものかをみたわけで

あるが.意味内容はここに提示されてあるから，このような意味内容を地名

と結びつけて記銘されているかどうかをみるという問題形式になっている0

2 このJE答率からみると，金徒の困難の一つは地図上で地名を指すという学

習指導が不じ申うぶんであるというこ之と，東南アジアの取り扱いが，どこ

まで掘り下げ.られているかという学習内容の深浅からくる知識の不足による

ものであろう。

3 地名を地図上で指すこ之ができるためにはどのよラな指導がたいせっかと

いうことについては，これまでたびたび述べているので，ここでは改めてふ

れない。

東南アジアの問題は.アメリカ，ソ連，ヨーロッパなどに比べると，その

取扱いがややもすると不じ唖うぶんになりがちである。われわれ同じアジア

の一員として，アジア諾置についての知識が他よりも少ないということはお

かしなことであヮて，指導計画全般について今一度検討する必要がある。

以上，地理的分野を一通り述べてきたが，これらをまとめて，学習指導にあ

たって全般的に留意しなければならない事項を簡単に述べることにする。

。地図帳の使用について意を用いること。

。教科書等に記;載されてし、る図表についての取り扱いをゆるがせにしないこ

と'0

。各単元について指導上重要な事項を選択して徹底的に理解を確実にしてい

くこと。

。つねに比較考察する態度を養うこと。

。大地形，地名等の必要最少限は確実に記憶さぜること。

。地凶イヒ作業によって記憶を確実にさせ，地図イヒしたものについて現象を考え

る習慣をつけること。

。時事的な事項の地理的考察も教師はつねに怠らないこと。日常授業の中に適

宜おりこんだ授業をすること。
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。郷土における事例は他の地域の理解を具体的にするものであるから，適切な

ものを適宜取 りいれること。

。全般に記述式のテストに弱いが，これは理解したことが自分の HことばIi で

いいかえることのできるくらい確突であれば，記述式であろうとOx式であ

ろうとできるわけである。したがって，理解を確実にするための指導法彰一

層研究する必要がある。

E 歴史的分野

30年度 (7J

つぎの女:の( )の中に，下のうちから正しいと思うものをそれぞれ一つずつ選

んで，その番号を怠-きなさい。

イ. 13世紀はじめ，気jぷや僧侶などは， ジョ γ I I~王の縦不IJをおさえ( )令

認めさせた。これは後に白山のとりでとよばれた。

ロ. トマス ・ジヱ 7 .， ー ゾyによって起草されたアメ リカ合衆国の( )は，

1776年7月4臼に発表された。

ハ.ルイ十六散の失放により.1789年( )がおこり，国民議会は( ) 

を発表した。

"- r人民の，人民による，人民のための政治」の決現に努力した ( 〉は

南北戦争中の1863年に ( )を発した。

ホ.言論によって.I専の明治政府の専権をおさえようとするく 〉巡動や悶

会開設を要求する芦がく 〉を中心としてさかんになった。

1 .伊藤博文 2.板屋j込i功 3. リyカーヅ 4.ブラ Y グ リY

5 独立宣言 6.人彬'立言 ・7.マグナ ・力ルタく大憲章〕

8. 自由民権 9.社会主義 10.奴隷解放 11. 7ラγス革命

12.ロシア革命

〈イ-65.0 ロ-84.0 ハー57.2 .=.-83./ ホ一品川〉
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31年度 (3)

つぎ『の女:のc)の中に.下の亡二二二二lのうちから適当なことばを選んで，そ
の番号を書きいれなさし、。

民主主義の迩動は，イギリスでは13世紀のはじめ，国王に対してaく 〕が

要求するとL、う形であらわれたが，b ( )では18世紀に国王を含む貨族と僧

侶に対してcC )が要求するという竺形で進められた。

1 .言者i候(僚主，僧俗) 2.商工業者〈市民) :3.農民
4.移民 5.アメ リカ 6. ドイヅ 7. 7ラシス

(387) 

解説

| 欧米ならびに日本の民主主義発達史上，重視すべき史的事項に関する理解

をみるものである。歴史をどうみるかということは，それにかかわる史実に 1

9いてのi正確な知識が土台になるものであるから，ここに示されたような民

主主義発達の史実は確笑に記憶されなくてはならない。

2 設問形式からくる問題の困難さはないから，この内容についての知識を獲

得しているかどうかということが，正答率の違いになっているのであろう。

この内容で:31年度(3 Jの問題のうち，僧侶がイギリスおよびフランスに

おいてはどういう立場にあったのかという点はわかりにくいのではないか。

これは，わが国の仏教の僧侶，特に現在の僧侶で考えようとすると，この問

題はわかーらなしJOキy';;;ιト教の僧侶が中世，聖俗両方の権力をあわせもって

いたこと宏指摘しなくてはならない。

3 以上のような問題のねらいや生徒の困難から，この問題で求めている史実

について，次のような理解がたいせつで、ある。

。マグナ・カノレグ

主権の濫用を拘束L，I国王といえども法律に従わねばならぬ」とする原

則を確立，英国民権発達の初めである。以後.英国民が国王に反抗すると

き，つねにすグナ・カノレグの精神をかかげた。マグナ・カノレタの英国民主

主義発達史上における史的意義，人類の専制者に刻する権利を守ることな
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どを強制して確実には握させたらよい。

。プメリカの独立宣言

宣言の前半はたいていの教科書に出ているようであるから，これを資料と

して取り扱うことがたいせつである。これはアメリカ民主主義の根本を明

確に表現したものである。

。フラソス革命と人権宣言

フランス市民革命の指導理念、が伺であったか，国民議会とはいかなるもの

か，また，その果たした役割r 議会が憲法制定に先立ち人権宣言を出した

理由等「人権宣言」の内容についての指導とともに，それがいかなる歴史

的事・情のーrに発せられたかについての指導も必要である。
。リンカーンと奴隷解放

これはいろいろの機会にふれられるのか正答率も高い。独立宣言の精神の

展開が奴隷解放になったことを注目させることもたいせつである。

。自由民権運動と板垣退助

藩閥専制に対する自由民権運動の意義を理解させるとともに，伊藤博文や

板垣退助の果たした役割を正しく王藍解させること。

初年度 (8)

つぎは奈良，平安，鎌倉，安土桃山，江戸の各時代の文化のどれかに関係したこ

とがらである。それぞれの時代名をく 〉の中に書き，その時代の文化に関係のゐ

るものを，下のうちからこつずつ選んでその番号を( )の中に岱きいれなさし、。

イ.中|胡との公の交通が絶えて， Ij-I国文化の直接の影告書から離れた日本風の文化

が発達したが， それは貴族のLI~j汚を中心としたものであった。

く )1時代 く ) ( ) 

'1'1 . 時代の統一岩の)J・~ほとるかのような城が築かれるようになり ， その内部を

装飾する豪華な芸術が発達した。

( )時代 ( ) ( ) 

ノ、.主士会の平和がつづき商業が盛んになり，1Il1人の勢力が勃興するとともに，そ

の好みにあった文化が発達した。

( ) 1時ーィt ( ) ( ) 

入学聞がなくともだれでも容易に信作Illt:.f品、れる仏教が起こるとともに，厳絡

な修業により自分で倒りをひらこうとする仏教も中間から伝えられた。
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( )時代 ( )く 〉

ホ.唐之の往来が行われて，わが国の文化は大いに発達した3 特に仏教が盛んに

なったのは， 同家がそれによってわざわし、を除き.天下着手平をはかろうとした

からであった。

( )時代 ( ) ( ) 

1.狩野永徳 2.菱川師宣 3.弁原西偽 4.親驚 5.西本願寺

飛雲閣 6.国分寺 7.正倉院 8.寝殿造 9.東大寺南大門仁王

像 10.東大寺法草堂月光菩薩 11.ふすま絵 12.浄瑠璃 13.大鏡

l4.源氏物語 15.日蓮宗

くイー332 ロ-334 ハ-46.5 ニー32.5 ホ-25，/)

解説

! との問題は各時代の文化について，どのような概念をもっているかをみる

こ之と，その時代の文化を代表する文化遺産や人物についてどの程度記憶し

ているかを明らかにしようとしたものである。

2 生徒の大半はこのような文化遺産に直接ふれたことはないから，そこから

その特色を抽出し各時代の文化の特色をつかむということはほとんどない。

したがって，主として教科書に記述されている各時代文化の特色を記憶する

ことになる。この草;味で記銘を強固にする印象が弱いため，このような問題

はどラしでも正答率が低くなる傾向にあると考えられる。

3 このような記銘がたしかなものになるためには，人物や文化をその時代と

tの関連においてつかませることが必要Tある。また，実物に接することがで

きなくとも，倣画p 写真などを通して，できるだけ実物に近い状態でふれ，

それを他の時代の閉じ種類の文化と比較させることによって印象を強めるこ

となど指導に当たって配慮すべきであろう。さらに，絵画，彫刻，建築など

は図工科の美術史関係、でも指導されるのであるから，討議などによってその

特色を話し合ったら理解を深めることもできるのではなかろうか。そして，

その剛切代表的なものを知ってし、れば，このような問題程度のものは正解

できるはずである。
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30年度 (10)

つぎのことがらのうち.大化改新に隠述したものにはAを.明治維新に閑述した

ものにはBを，両J与に関述したものにはCをc)の中に書きなさL、。
く ) 1.この改革tには.外国の情勢が大いに{影響してし、る。

c ) 2.土地の売貨が自由になり， 地主が税をおさめた。
c ) :3.成年男子の中から兵土を激集した。
C ) -4.一般の人は，国から土地を分けあたえられ，国に税をおさめた。
く2.0)

解説

l 大イヒ改新も明治維新もどちらもわが国における歴史上の大きな改革であ

る。この二つの改革を比較して，その共通点と相違点をみい問すことは大化

改新あるいは明治維新についてより深い理解を得ることになる。この問題の

ねらいもここにある。

2 両者を比較する場合，その表面的な属性で比較するのでなく，本質的なも

のを同・のカテゴリ{で比較するととができなくてはならないし，また，い

ろいろ‘な角度からその改革の特質をとらえることもTこいせつである。この点

正答率が2%という低い状態I主p 生徒が表面的な字づらの上で比べるという

認識の哉さによるものであろう。そのほか，防人は大宝律令で初めて学現す

るであろうから，大化改新をどこまで含めるか，大宝律令の内容をどの程度

まで深めて学習したかなどという点が生徒の正答率のイ互い理由と考えられ

る。

3 大化改新も明治維新も政治上の改革としては，豪族あるいは諸侯のもって

いた権力を中央政府に集中し，いわゆる官僚機構によって政治を行なおうと

したものである。さらに，対外的には圧倒泊りな外国勢カに対抗して，わが国

の強化をはかったものであり，外来文化の摂取も唐の模倣あるいは欧化の形

で大きく影響している。そして，このことは海外に対して国カの充実拡張が

軍備の整備拡充の形であらわれた。 防人といい， 富国強兵といい， 箪備を徴

兵という形でなされたことも，当時の政治体制においては必然的なものとも

いえる。
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以上のような政治体制を支える経済的基盤は，どちらも土地に依存してい

ること除共通しているが，大イヒ改新では班田制度をとれ明治維新では地租

によっており，その点，前者が会地公民の法的強制の形をとり.後者が土地

の私有を認め，しかも?地租改正を地主に有利な形にしておき土地の栄併を

促進するという相違がある。

以上のことは，この二つの改革を理解するために，もっとも必要な問題で

あり，しかも，これらの事象はパラパラなものでなく互いに関連し.その本

質的なものをあらわしているものである。このような歴史事象のは握とその

内部構造の認識は，歴史を学ぶ上に忘れてならない基本的な態度であるが.

生徒の認識力の発達L 学習内容の正しく組みたてられた習得によってでき

るものである限り，学習指導にあたり重要なポイントは教材研究にあること

を銘記すべきである。

31年度 (4)

太郎は鎌倉時代以後の簡単な年表を作ろうと思った。下のと主がらは，このき慢の

どこに入れたらよいか。表のく 〕の中に，それぞれあてはまるものの番号を一つ

ずつ書きいれなさL、。

鎌倉幕府
の成立

( ) 

室町幕府
の成立

江戸幕府
の成立

( ) 

1 .新潟港な左右r聞く条約がアメリカとの聞に結ばれた。

2. 11漬徳上皇が北条氏のために佐渡に流された。

3.上杉謙信が活躍した。

(82.5) 

解説

明治維新

く ー〉

この問題は郷土に関係ある~突を日本突の大きな流れ一一時代一ーの中に

位置づけてとらえているかどうかをみたものである。

2 時代区分が大き〈て， しかも，同じ時代に二ついれることのないこの問題

はごく大ざっぱにあてはめることができるかということになる。この点82.5
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%の正答率からいって.大部労の生徒はこれくらいの記銘はあり困難な問題

でない。.

3 郷土に関連する史実も，郷土決の立場で取り扱うことは中学校の指導では

ほとんどないからァ 日本全体の歴史の中で，郷土が当時どのような歴史の発

.展の中に位置したものかという指導観点で取り扱えば，この程度のことはで

きるはずである。なお， 1， 2.， 3の各選択肢も，ただとれだ吋で記銘する

のでなく，幕末の日米交渉の経韓p 承久の変，戦国時代の戦国大名の抗争主

意義などを理解する一環として指導されれば強固な記銘となり 5るというこ

とに留意すべきである。

31年度 (5J

つぎのことがらに関係のある中闘の王朝をに二二二コ の中がら一つずつ選んで，

その番号をく 〉の巾に書きいれなさし、。

く 〕イ.わが底と下関条約を結んだ。

c )ロ.栄西や道元が留学した。

1・唐 2・宋 :3. 5e 4 明二百
〈イー561/. ロ-38.4)

解説

、l この問題は，わが国の歴史を世界fi_:，特に中国と関係づけてとらえている

かどうかをみたものでゐる。このことは，ここにあげた史実が，わが国のど

の時代にあったことかという理解と，それに対応する中国の王朝が何である

かという知識をもっているかどうかをみることになる。

2 生徒は中国主一弥安的に表現して， 王朝名はきして注意を向けていないので

はないか。ただ，イは近代史で日清戦争ということが一つのポイントになっ

ているから，滑という王朝名を記銘しているが，ロの宋は公の焚渉もないこ

とであり，あまり取り扱われないのかも知れない。

3 日本史を中心とした世界史という形で指導される中学校の歴史的分野で

は.中国史だけ通史的に取り扱わないため，王朝名やその順序などがわかり
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に《いことは躍がである。しかし，指導要領の趣旨からいっても，世界史の

大きた流れをつかむことが要求されており，わが国の歴史の上で，もっとも

密接な関係にある中国の歴史もその大きな流れはわが国主無関係でないか

ら， 日木史'を。取り扱うことによっても，ある程度つかませることがでさょ

う。たとえば，わが国の時代区分と中国の王朝を対応させると，宋が979年，

元が1271年，滑が1636年に創始されたから，唐は聖徳太子から平安時代前半

までの遣唐使と結んで，宋は平安後半から鎌倉時代にかけて民間貿易の盛ん

で、あったζ とや宋銭の流入などと関連づけて，元は元冠と，明は室町時代の

倭定と，、清は徳川|時代および明治と対応させれば，よほど生徒もはっきりつ

かぬるのではないか。

32年度 (5)

つぎの交のく 〉の中にあてはまるものを，下からそれぞれ一つずつ選んで，そ

の番号を書きなさし、。

世界文明発生地といわれるイシ〆ス)1[.黄河. a ( ) .チグリス川，ユ-7

ラテス川のほとりでは，他り地域に比べて早くから金属器が使われ.b ( ) 

が始められた。

1.遊牧 2.良耕 3.狩猟 4.ライY)I[ 5.ナイル川

6 ミシシヅピー)I[

<;84.5) 

解説

1 世界史における文明発生についての基礎的な知識をもっているかどうかを

みる問題である。特に農耕が始められたということは.文明発生の重要な国

子であって，この程度の知識は常識といヮてよい。

2 lE答率が84.5%であることは，この程度の知識は中学生には特に困難でな

いことを示している。

3 aのナイノレ川は文明発生の地にふれればエジプトと関連して必ず出てくる

もので;!;，;， 1) ，事実の記銘にすぎないが， bの農耕は，これによって人々は定

住し，余剰の生産が保証され，労力と時聞に余裕を生じ，支配と被支配との
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関係のあらわれでJある国家の発生をみたものであるから，このような農耕と

文明の関係について理解させるごとがたいせつである。また，このような単

解の形で記銘されておれば，この問題などは容易に解くことができるわけで

ある。

32年度 (9)

つぎのイ，ロにそれぞれ関係のあることがらを，下のA.Bの中から一つずつ選

んで，その番号と符号を書きなさし、。

イ. r仏教を信じ，念仏をとなえれば誰でもすくわれる」というような，わかり

やすい仏教がひろまった。 く ) ( ) 

ロ. r仏のおかげをうけて国を安らかにしたい」としヴ考えから，天皇が仏教を
ひろめられた。 ( ) く 〉

(A) 1.政治の炎燃が貴族から111:家に移った時代。 2.武家政治が終り近代悶

家の建設がめざされた時代。 3.律令が制定され関家が栄えた時代。

(B) a.東大寺 b 浄土宗 C. キリス ト教禁止の撤廃

くイーω.7 ロー59.り

解説

1 文化の代表的なものとして仏教をとりあげ， それを生んだ時代否問うも

の。仏教について，ただ盛んとなったというだけでな<.，それが時代の炉が

なるものの要望に応じたものか之いった点についても考えさせる必要があ

る。そう したこ主によ れ国家的仏教とか， 貴族的仏教とか，民衆的仏教と

しての性格も理解される。この問題はそういう理解があるかどうかをみたも

のである。

2 正答率はどちらも60;右前後であるから，だいたいの生徒は理解していると

考えられる。ただ，できなかゥた生徒について考えてみると.Aの選択肢，が

時代を奈良剛tとか鎌倉時代とし、った呼称を使わずに政治的な面からみた

特徴をもって時代をあらわしているので，このことと仏教の関係についてど

のような関係があるのかとLヴ理解がないと，どれを選んでよいか困難を感

ずるであろう。
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3 以上のような生徒の困難が生ずるのは，ふだんの伊習で，いろいろな史実

をパラパラに取り扱い.その聞の関係や関連について触れるところが少ない

とp 表面の字づらの異同から判断するい、ぅ，理解されていない状態になっ

てしまうのである。前にも述べたが，仏教だけに限らず，史実の解釈は，そ

の時代的背景のなかでなされなければ不じ，うぶんで為って，このことは歴

史を学ぶ基本的な態度につながるものでもある。

33年度 (4J

つぎの交の{ }の中から，正しい主恩うものをそれぞれ一つ滋んで，その番号を

OでかこみなさL、。

イ.青春閥政府に反対する自由民権運動がたかまったので.188l年，政府はlO年後
奇 1: t<治、上L

( 1 . J事会の開設 ) (4.木戸孝允}
' 苔・，Z;.") I I :l..~~ 1 • I !U1¥ t~ r 
にb..~議院の設置 1を園民に約束した。そして， 翌年~ 5.安誕百のお
l3.内閣制度の制定) l6.ぷ議官長)
らをヨーロッパに派遣して，諸外国の憲法を調査させた。かれらの帰国後

¥i…} 8. トイツ }の憲法を手本にして，窓法の案をつくりはじめた。

9.アメリカj

ロ.日本とロシアとの間に，最初の通商条約が結ばれたのはu 江戸幕府…
2 江戸珂哨幕附府叶…一時叩一とロ…シげ一ア
3.明治の初年

か~.:.と

った千島・陣太の同i克問題は，外交交渉によって18'75年

(企千島一一 1 
5.千島 ・棒太をロシアの領土 }として解決された。しかし，

6.千島を日;本の領土，際太をロシアの領上j

(7.満州 ・朝鮮問題)

19J4年~ 8.北洋漁業問題 }をi原因として，日露戦争がおこ った。
t 9. 日独防共協定 j 

( 1 .国際連盟 } 

へ 「人織に関する世界宣言Jは{2.国際連合 }によって，

t 3.北大西洋条約機鱗jc--5…吋…尚一 77シスのー」では
6.第二次世界大戦後
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}が主としてとなえられたが， r人権に関ナるIJt界宣言Jには，さc吋)
2.生存椴j

(9. 自由権}
らに， ~ ~についても述べられている。
110.生存続j

Cイ-52.9 ロー2/，5 ハ-458)

解説

この問題は，正確な知識が強固に記銘されているかどうかをみたものであ

る。イの明治憲法制定の経緯については自由民権運動との関連，当時の政府

首脳部の考え方とそれに近いドイツ(プロシャ〕憲法を手本としたいきさつ

などを理解しているかをみたもので・あり，ロは日ソ交渉が鳩山内閣によづて

進められていた時なので，わが国とロシヤの交渉についての歴史的な展望に

ついての知識をみるものであり，ハは人権思想の発達についτ，フランスの
「人権宣言」から「世界宣言」へと発展したことにどのような考え方の違い

があるかとL、う知識をみたものである。

2 知識の記銘を再生できるかどうかという場・合，それがじ申うぶんできなか

ったり，全然できないというときに，その理由として二つの場合が考えられ

る。 ~つは，その知識に接したことがあっても，一時的な結合が強固でない

ため，忘れてしまうことであり，いま一つは，その知識に全く接したことが

ないという場合である。学力検査の」五答率が低いということはこの両者のい

ずれかが原因であろう。ロの21.5%は，その低い理由を後者に求めることが

できるのではないか。

3 ある知識にどれだけの範囲，あるいは，どれだけ掘り下げて与えたらよい

かということは'‘教育課程の問題に属し，その端的な表示は教科書の内容，

記述の程度であろう。ここに提示された三つの問題は，どれもが教科書に直

接に触れられているものであるから，指導に当たっては重点的ということを

極端に解釈して，最少限必要な知識さえもふれさせないということのないよ

うにしなければならない。

記銘の強固を保障するものは，連合の多様性がまずあげられるが，これは
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王理解という思考過程で多機性が脈絡をもってくみとられなく てはならない。

たとえば，ロの幕末における日露の交捗は，通商条約の締結を日米のそれを

中心にして指導しても，そのことは当時の世界情勢の一規としてあらわれた

ものであり，そこにロシアの南下あるいは東進の意味もある。したがって，

日米，日露の交渉をパラパラな孤立したもののように指噂するのでなく，大

きな世界史の流れの中に位置づけて取り扱うことがたいせつである。

33年度 (5)

つぎのJイ，ロの問に対する 1.から 5.までの15のうちで正しいと思うものには
0を.誤っていると思うものには×をく 〉の中に箆きなさし、。

イ.鎖国前に渡来したヨーロ ッパ人

によってわが国はどんな最長線をう

けたか。

c ) 1.太陽暦を使用した。
く ) 2.蘭学によって医学が進

歩した。

( ):3.戦法や築減法が変化し
~. 

れ、a。
く ) 4.水量廊が発達した。

c ) 5.キリスト教を信仰する
ものが多くなった。

(イ-23.3 ロ;-12.8)

解説

ロ.鎖国によって，わが国はどのお

うな影響をうけたか。

( ) 1.海外事情がまったくわ

からなくなった。

く ) 2.図民の海外発展の気道

がくじけた。

く ) :3 . . 封建~Iìlj}支の維持にっこご

うがよくなった。

く ) 4.雄大で家事ーな桃山文化

がうまれた。

く ) 5.自然科学の発逮がおく

れた。

1 鎖国というわが国の歴史の上で画期的なできごとは，その後の政治，経済

文化に大きな影響を与え，それは現在にまでもおよんでいる。このような重

大な意義をもっ鎖国について，ただ，鎖国がなされたという事実のみ記憶し

ているというのでは，じ申うぶんな学習といえない。この意味で鎖国前のヨ

ーロッパの影響と鎖国によ・って生じた事・態について，どれだけ理解している

かをみたのが，この問題である。

2 もともと，~る歴史的な事件による影響というような複雑な歴史現象を簡
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単な文であらわすことは容易で、ない。Eしく述べよ う主すればするほど千万

言を要することになる。しかし，われわれが児童生徒に指導するとき，こう

したこどを考えた上で，なおかつ，簡明に表現することがたいせつである。

この問題でも，ロの Ir海外事情がまったくわからなくなった」之いう表現 ， 
，の中で「まったく 」というところが問題である。生徒はこのところにつまず

いたのではなかろうか。

なお，その他，影響という場合，直接的なもの一一これは原因，結果の関

係ともいえるがーー と間接的なものとがあれ後者の方は生徒はわかりにく

い。たとえば， イの3で戦法や築技法が変化したというのはEしいのである

が，この場合，設聞の前提が「鎖国前に渡来したヨーロッパ人によって」で

あって，鉄砲の伝来は一言も述べられていない。このようなことが，イもロ

も正答率の低い理由であろう。

3 歴史現象を簡明に表現することで参考になるのは，教科書の記述であろ

う。この意味でも，教科書の簡明な表現の内容をよ く考えて指導することが

たいせつである。

この問題のように，提示された史実主関連や関係、があるかということを問

う場合，その選択肢が正しいか誤っているかを判断する時，重要な観点の一

つは，時間的に前であるか後であるかということであり，さらに，両者の時

間的なへだたりが大きいかどうかということでらる。たとえば，この問題で

イの4や，ロの 4などは，提示された史実の前にあらわれた歴史的現象であ

る。このように考えてくると，歴史において年代というものと結びつけて史

実をみることがr いかにたいせつであり，基本的な歴史を学ぶ能力態度であ

る主いうことがわかる。このこ2こは. さらに，ふだんの学習で側々の史実を

覚えさせることにのみ気を取られ，大きな歴史の流れの中に位置づけること

を忘れてはならないということにも通ずるものである。以上のことは，歴史

を指導するもっとも基本的な留意点といえる。
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34年度 (5)

つぎの交と関係のある場所を下の地図から選んでその符号・を.また一一線の部分
もん

の名称を解答欄に書きなさL、。

文の番号

解

答 2 

一
欄
3 

4 

え l量t
1.江戸幕府はアメリカ 合衆回の強い要求に隠し

モt
て，~護主開くこと守約束した。

ぜ

2.蒙古の大軍が二回にわたって，この地に攻めよ

せて来た。
{主3・l' こうほHf.いι
3.空海(弘法大師〉は， この千'j;を主主て其言宗をひ

ろめた。
ふC

4・ふ丘謹!!f工藤原竺代の駒大な力と当時の文化を
よく示している。

地図の符号 名 ~ji 

くl，2-22.7 :3，4ー /3.の

解説

史上の重要な地名等を地図上に正しく指摘できるかどうか，地名や史蹟を

E確に記すことができるかどうかをみる問題である。

2 この問題の正答率が'22.7%と 13.4%で低いのは，どこにその原肉があるの

か相当考えてみる必要がある。誤答例がないので正確なことはいえないが，

一つは歴史上の地名や史蹟の位置を地図の上ではっきりさせるということが

少なかったのではないかということと，いま一つは廃史上の地名やその他の

名称が正確に記銘されるよう指導されなかったのではないかということであ

る。

3 地名を地図の上で示しうるということは，地理的分野の指導.と同様に歴史

地図においてもいえることである。たとえば， この問題で要求している地名
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と名称は，採点基準表によると， I 神奈川(横浜と書いたものも許容す

る)2 博多 〈福岡と書いたものも許容する) 3 金剛峯寺 4 中尊

寺金色堂(中尊寺または金色堂の一方でもよい〉名称、の漢字のちがいについ

ては採点者の判断にまかせる。とある。そこで，神奈川は江戸に近いという

ことが意味のあることで為るし，博多は九州|の北端に位置し.朝鮮および中

国に対して表玄関ともいうべき所であり， ・かつ太宰府に近いことに意味があ

り，金剛峯寺は比叡山と並んで平安初期の山岳仏教として，しかも，京都に

近い主ころに意味がある。また，平泉は京都より遠く離れた奥州にあってF

当時は辺地とされているこの地に京文化の花が開いたことに意味がある。以

上のような距離的な遠近は，史実を解釈するとき重要な条件になるものであ

り，これは地図を使用することによって直観的には接されるものである。

以上のこーとと直接には関連しないが，氏名，地名，その他の名称の表記の

問題が中学校の学習指導にらたって大きな関心になる。この点について，先

に記した採点基準の内容からも判断できるように，ある程度の幅をもって許

容している。この問題の中でも金剛峯寺のさ揺は当用漢字表の中にないもので

ある。そうかといって，峰と書いてもよL、かは問題である。歴史上の名称、は

むずかしい読み方，漢字が続出するが，中学生程度ではそれをE確におぼえ

させることは困難であり，また，無理に覚えさせることになれば，学習の効

果を低くするので，教師の板書では原語で書きふりがなをつけるようにした

らどうか，そうすることによって正しい読み方を知り表記も「ひらがなJで

書くことを許してよいと思う。もちろん， 正しく漢字で書くことがだんだん

できるようになることを考えての話であるが。
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き4年度 (6)

r-
日本の圏内の動きを， の中には，世界のできごと

、ーノ

もそれぞれ下の仁二二二|の中から選んでその番号を書きいれなさL、G

〉の中には，下の年表の(

m
N
1

一1平
和
条
約
を
結
ぶ

ゆ

日

本

国

憲

法

会

布

T
満
州
事
変

普
通
選
挙
法
成
立

1900 

日
英
同
盟

a

開
会

l

第

一
回
帝
国
議
会

11
明
治
維
新

暦 I18ヲO

ペ来
リTょ

カミ

浦
賀

日

商

〕

f司、

) C 

国
際
述
A 
仁1

成
立

( 

〆「

1
1
国
際
述
脱
成
立

l
-

ハ

、J'
一

1

了
北
清
事
変

) C く

本

国内の | く 〉
動き |

南ハ
ゴt
戦
争)

1ff: 

v v v 

界

6.アジア ・ア71}カ会議が開
かれた。

中華民国ができた。

ニューディール政策が行わ
れたo ど

9. リゾ力-~が奴れいを解放
した。

7. 

8. 

世

界

の

で

き

ご

と

1.自由民権巡動がさかんにな
ったo

l!>甲

2.議会政治が危うくなった。
3.封建社会がし、よいよゆきづ
まっtニ。

4.婦人が参政権を得て，地位
が向上した0

5.ロジアとの対立がはげしく
なった。

日
本
の
圏
内
の
動
き

世界一52.8)(日本一424

日本および世界における民主化および民族運動の発展にづい

説

この問題は，

てr その推移をd;，らわす史実を正しく年代的に位置づけてとらえているかを

解

みるものである。

このような年表の中にいろいろな史実を記入する問題で，それができない

一つ一つの史実と年代を機峨的に結びつけて暗記しているも

ので為る。もちろん.史実についての知識を全然もっていない生徒は何もで
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生徒の大半は，
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きないわけではあるが，このようなつまずきをみせる生徒は陪史についての

基本的な考え方のできていない生徒である。

3 年表に史実をあてはめて学習する場合，年代と史実を直接結びつけて覚え

るとか，年代をそれに関連する史実の内容を示めすように読みかえて覚える

などの方法をとることが多い。しかし，これはややもすると機械的な暗記に

なってしまい，その記{意がなかなか強固なものとなることができない。けっ

きょく記憶が強固なものになるためには，それが意味的な記銘でなくてはな

らない。すなわち，理解という形で記銘されることである。このような記銘

は再生が容易であり，また，正確でもある。

つぎに，麿史的な現象は時間的に先行するものをうけておこるという根本

的な考え方を明確にすることがたいせつである。たとえば

封建社会がゆきづまる-→明治維新

自由民権運動がさかんー→帝国議会の開設
だい

満州事変一→軍部勢力の拾頭一→議会政冶が危くなる

などのように，時間的な前後の関係をはっきりつかむことである。

したがって，歴史上のできごとがいつ頃あったかlということも，その前後

のできごととの関係や関連において記銘されることがよいのである。その意

味で，この問題をみると，との年表にすでにはいっているいろいろな事件が

ある。この事件と記入を要求していることがらの関係を考えて時間的な前後

や，へだたりを考慮して記入すればよいわけである。

以上のような考え方ができるためには，ふだんの指導で，いろいろな史実

をばらばらに取りあげず，他の史実との関連や関係を考えたり.大きな歴史

の流れの中に位置づけて考えたりするような指導がなされることがたいせつ

である。

、
。、J
区

J'



以上，歴史的分野について一通り述べてきたが，これらをまとめて，学習指

導にあたって全般的に留意しなければならないま項を簡単に述べてみる。

。丹署史地図を常に用い，関係位置を地図化してもっているようにすること0

.。一つ一つの史実をばらばらに記憶するのでなく，その関係r 関連をつかむ

ようにいつも配慮するこを。

。歴史は時間的な連続として?前後の関係が重要なポイントになる。このこ

とは.いわば因果関係の前提でもある。 この意味で年署長を説んだり，作成

させることがきわめでたいせつになる。

。正確な知撒p 撒密な知識の獲得にじq うぶん配慮すること。 11ことば11で

あらわす場合，その Hことば11があらわす事態と密着したものであること

がたいせつである。たとえば 「鎖国により外国の事情がまったくわからな

くなったJという表現は「まったくJというところに問題がある。したが

って，教師の用いる"ことば"もこのような点を厳密に考えて発言する必

要がある。

。歴史上のいろいろな史実は，その現象函と本質面を判別できるようになら

なくてはならない。比較考察ということは歴史の学習でもたいせつな能力

であるが，単に表面的な現象面で比較するだけでは本質をとらえるこ とは

できない。

。史実と解釈を混同しないこと。

。史料，資料の活用をはかること，これは史実と解釈を混同することを防くい

意味だけでなく ，史料，資料から考えるとい lう，歴史的思考力を育てるた

めにもたし、せつであるから。

。歴史はあくまでも考えるものであって，暗記物でないということを教師は

基本的な態度として堅持すること。
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政治，経済，社会的分野

30年度 (2J

く72.2)

iîら

30年度 (3J

官ふ. 

古昔

1.41 
3心唱置L

宰崎

官メ
阜ERh.福島

年賀|

'.器本

+自尽 組事Jぜ告S争主
/~威主

話回全主主
柑$:

鴻島 -・主担E主E語鑑
3 

山11!. I/!向io革£s凪h Ib紘

対'f...IJ を炉・蜂
命事

長官Li!i三~穿

島三費

弘樹 向山

車車

-宣車F

Jl人

wr ↓
 

L

て死，. 

訓

M

2

U

川町

d
崎

M

M

M

H

引

却

巾

川

川

叶

却
通
r

付
県
別
に
士

tz'f」
1八
日

qf刊
;
↑
出
生

10 Y r 

下の図は， 目本の都市における人人の消費生活が，どのように変ってきTこかを示

したものである。 A君の組では，この図からつ容のようにいろいろな意見が出た。

正しいと思うものにOを，そうでないものに×をそれぞれ( )の中に書きなさ

し、。
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右の点、図 f都道府県別

にみた出生と死亡Jをみ

て，つぎの文のく 〉の

中に，それぞれもっとも

適当と思うことばを書き

なさし、。

死亡率がもっとも低い

主ころはa( 

〉で，出生率のも

ヮとも低いところはb

( )であ

る。また，新潟県は石

川県にくらべる主，出

生率はc( 

〉死亡率はd( 

〉



(69.2) 

31年度 (10)

く ) 1.昭和22年の食費の割合が，他の年にくら

ぺて多いのは，都市の人人が食生活に追わ

れ，ゆとりがなかったことを示している。

( ) 2.食設の割合がしだいに少なくなってきた

のは，都市の人人の生活が苦しくなってき

たからである。

( ) 3.幸!t費の創作がしだL、に梢してきたので，

一般に都市の人人は教義 ・娯楽につかう費

用に余裕ができたとL、えよう。

( ) 4.食費の割合がだんだん少なくなり，他の

経費の割合が精力目してきているのは.都市

の人人の生活にゆとりができたためであ

る。

く ) 5.被H良質・光熱住居費・雑費の割合が税力u
し，食費の割合がだだん減少しているの

は，物価が斎くなり，生活程度が低くなっ

たこ主を示している。

:1:i (下〉の表を、見て，つぎの聞に答えなさし、。

イ.輸入の割合が戦前戦後を通じて，殻も大きいものは何か。また，それを輸入

する目的を書きなさし、。(品名の欄の「その他」は除く〉

旦.品名

b. 目的

ロ.輸出の割合が戦前にくらべて戦後ま程度に減少したものは何と何か。また，

その現由を書きなさL、。

a.品名 l 2 

b.理由
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輸 入 (%) 

"Tコロ 名 |ω32419昨品 名 1
193 ←
36住年11953年

紳s 糸 | 12112| 米 己竺1_8三
綿布 I 16.5 I 14.0 I小 表

1
1.2 
1 

生 糸 1 11.1 

絹織物 2.3 

人絹糸 0.8 

人絹織物 4.1 

毛織物その他 1 16.1 

3.4 1砂

0.71綿

1.8 I学

5.7 1麻

竺1_ 4乙1_5土
花
1 23.61 

毛

類

5.9 

0.8 

7.吐

1.0 

9.4 I化学品 ・肥料等 6.6 4.7 

金属及びその他 8.21 14.61 鉄 鉱 1.1 2.6 

機 械 7.1 1 14.8 1右 炭 1.7 3.7 

食 程 9.5 1 10.3 1石 i性1 3.2 7.2 

2農業

化学

回
口口

1ヨ
ロロ

3.0 

4.3 

4.4 1生

4.91機

、台

コ ム 1.9 1.9 

械 4.7 6.7 

その他| 日
1
14.81その イ也 34.0 28.61 

(合的|寸 1711JI-- 言十 100 

(イ-502 ロー“.5)

32年度 C3) 

下の図表は，わが闘の戦前と戦後における白小作対!l:li1k家戸数の告IJ合を示したもの

である。これをみて，つぎの問に答えなさし、。

イ.戦前に比べて，戦後はど

んなところが，もっとも変

ったか。つぎに書ぎなさ

L、。

答

地自作・自作自111作 小自作 .)1作

i 定38~JI 29.8% 120.9ilii・4':1.1 25.9 '-.1 

{たよ)1 62.4 %--[2肌ITI
6.7 5.0 

(注〕・ 地自作・自作とは.耕地を小作iに出して
いる農家および自分の土地を耕している
農家をL、う 0
・自小作とは自作がおもで，--MiS小作して
し、る j語家主~~、う。
・小自作とは小作がおもで，一部自分の上
地を耕している農家をし、う。
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ロ.そーのように魚に変ったのはどのような政策が行われたためか。つぎに曾きな

さい。

答

くイー79.5 ロ-67.6)

32年度 (6)

れい

下の図表は，わが国の's官邸と大都市における年齢構成を示したものである。とれ

をみてつぎの問に答えなさし、。

イ.郡部と大都市とに

おける年前令権成のも

っともちがうところ

を一つ書きなさい。

答

lI! m 

ロ.どのようt亡して，

そのちがし、がと民じた

と考えられるか。つぎに書きなさL、。

然
= 

(50.7) 

33年度 (6)

(男女各lω人についt四年齢楠成〉

右く下〉の三つの表をみて，つぎの問に答えなさL、。

大証1市

イ.石炭の消費量の増加率がもっとも大きいeJ楽はどれか。また，その増加した

おもな理由主恩われることを書きなさい。

答 a 事業名

b 理'*'

ロ.石炭消費訟が減少した事業はどれか。また，その減少したおもな現幽とおも

われるものを書きなさし、。

答 a 事業名

b 理由
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第 1表 わが闘の石炭消費止

事業|電))I国鉄 |鉄鋼;化学工業|その他| 普十

35，1251 昭和24 6，215 3，21i日司 17，839 

27 5，03骨 7，04 3，6591 24，592 

31 7， 1，177 8，06 4，3311 28，572 52， 

国鉄在籍寧綱数

一一室遁， If!&~ I!!_主

昭和:lji1 ii ::: -
〆。
F

a宅

計二
i

カ
↑
力

一
明

畑
一火
一い

咽

一
力

一
局

、峨μ
M

-

〆口

わ

一
・水

日

一四
27 

31 I 9，602 

11，148 

15，451 

(イ-4/，2 ロー72.8)

34年度 (8)

わが国の貿易について，つぎの問に答えなさL、。

イ.右の図表をみて，つぎの文の ( )の中にも

っとも滴当と思う品目や数字を書きいれなさ

L、。

し わが国の~l);のい色じる しい特色はく

〉を輸入してく 〉を輸

出していることである。

2. 1935"f.1ll::においては， ( )の

輸入は輸入総額のく )%でおったが，

戦後台湾や朝鮮からの移入がなくなり，ーまた

人口も増加したので.1957年におL、ては

c ) %になっている。
ロ.輸出入品について，つぎの聞に答えなさし、。

1.食料品は愉入しているとともに，輸出もし

ているが，輸出している食料品を下の仁二|

の中からニつ選んで，その番号をOでかこみ

なさL、。

- 59ー
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( )のやの置字は軸出.輸入"ll韻をそれぞ
れ1曲第とLたときの奇@晶自の%を示す.
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H百字1124

27 

31 

言十

35，125 

46，403 

52，603 

第 2表 わが闘の発電力

く単位 1，000トジ〉数

第 3表 国鉄在籍車り轍よ

10，456 

11，148 

15，451 

昭和24

27 

(イ-4/.2 ロ-72.8)

34年度 (8J

わが国の貿易について，つぎの問に答えなさし、。

イ.治の図表をみて，つぎの文の( )の中にも

っとも適当と，思う品目や数字を書きいれなさ

ーし、。

1 .わが国の貿易のいちじるしし、特色は(

31 

〕を輸入してく 〕を輸

出していることである。

2. 1935年度においては. ( )の

輸入は輸入総額の( ) %であったが，

戦後台湾や朝鮮からの移入がなくなり，また

人口も桶加したので.1957年におし、ては

( • ) %になっている。

ロ.輸出入品について，つぎの聞に答えなさし、。

1.食料品は輸入しているとともに，輸出もし

ているが，輸出している食料品を下の仁三|

の中からこっ選んで，その番号をOでかこみ
なさL、。

- 59ー

議関室l
5，m| 2，482 

5，069 399 2，710 

4，8:J4 583 3，256 

輸出入状況

( )の中!の置字は輸出.輸入の総額をそれぞ

れ1ω%としたkきのその品目の揺を示す.



かい

魚介類

大豆

小麦4 3 

6 

米 2 食塩
〈だものかん

野菜果物の缶詰5 

1

2

4

5

6

 

カナダ

アメリカ合衆国

マラヤ述邦 3 

オーストラ Pア

サウジアラピア

キューパ 7 テリ

2.つi(のものは，おもにどこの国から輸入

しているか。それぞれ仁二!の中からあて

はまる国をーつずつ選喜んで，その番号をく

〉の中にtiきなさし、。
生グム ( ) 羊毛( ) 

砂蹴( )原油く 〉綿花く

イ. 1一日./ イ 2-67.3 

〉

r.:r. 2-ω.11-) ， 1-69.5 Iコ.

説解

以上の問題は，すべてグラフ，数表に関する問題なので，→舌して解説する

ことにする。

グラフや数表をとりあげた問題が，他の二つ

の分野に比べて多い。そして，これらの問題は全般に正答率が高いのである。

このことから，本県の社会科における統計教育はかなり効果をあげていると判

政治，経済，社会の分野では，

グラフ

や数表から関連した数値を読み左るという能力は高いけれども，その数値の意

味しているもの，その数値が代表している背後の事情を解釈したり考察したり

することになると正答率がさがるので、ある。このことは，数値を読むこと，数

これらの問題をくわしく検討してみると，しかし，断してよいと思う。

ここでの指導

もじゅうぶんなされていると考えられるから，このような能力が社会科を学習
「ちか

する蕊礎学力として培われている之してよい。それに対して，数値の意味やそ

値の示す意味宏判断するこ とは，いわば，数学の領域であるし，

匂背後の事情を考察することは，当然，社会科が受けもたなければならない鎖

域であるのに，この方の正答率が低いのはなぜであろうか。もちろん，数値を

読みとる場合でも認知のための意味づけができなくては，求めている数値を取

り出すわけにいかないから，この両者はやはり緊密な関係にはあるのであるの

それにもかかわらず，両者の正答率に違いの生ずるのは，

解釈や考察と関係なし数値だけ読めばよいというものがあるからかも知れな

-つは出題形式で，

い。 以下，具体的に各問題について考察することにする。
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30年度 [2J

この問題は，出題形式からいえば，数学の問題といってよい。グラフの中か

ら，問題で指定した数値を読みとればよいのであるから。もし困難を感じたと

すれば，それは，このような関係図に余りふれたことがないか，グラフの内容

が全国44の都道府県を了つの表の中に含ませたので，見ただけでむずかしいと

考えたのではないか。なお，このような座標であらわすものとして，数学の方

程式のグラフでじ甲うぶん取り扱われているので.数学の学習でよく理解して

おればできるわけで、ある。この場合でもr その理解が方程式のグラフは数学で

のみ使用するグラフというように考えて一般化されてないことであるoすなわ

ち.特殊を特殊としてとらえているようでは問題の解決は困難である。学習が

進むということの基本的な原則の一つは，特殊から一般へとい うみちすじをた

どることであって，このよ うな生徒の能力をたかめることがたいせつである。

30年度 C3 J 

この問題は，グラフを別に掲げているが.それを読みとることは女主主化して

示しているから，別に数値を読みとることができるかどうかをみる問題ではな

い。そうすると，けっきょく，この問題はエング/レの法則p あるいはエングル

係数についての理解があるかどうかをみる問題であるという'ことになる。さて

エンゲノレの法則は都市に生活するものの生活水準を判定するためにもちいられ

るものであり，これは金支出に対する食費の割合をみるものであるが，なぜ食

費の割合でみるのかということが， この法則を理解するたいせつな観点にな

る。このことは生徒の既有の経験でも容易に判断のつくことである。それは，

lーなにはさておき食べることが生きるための最低の保障である」ということに

気づけばよし、。そうすれば，人聞が一日の生命を維持する食物の量や質は金持

ちでも貧乏人でもそう変るものでなししたがって，食物の質的な相違はもち

ろん関係するものの，食費を基準におくことは，食費が指標として共通性の高

いものであるということで理解することができるわけで・ある。

このような理解をもてばr 食費の割合が段々少なくなるというこ之は.他の

消費財に多〈の支出をはかることができるこ之を意味し，そのこ之はまた収入
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の多いことを意味する。以上のような理解を生徒が既有の知識や過去経験で考

えるこ忌はァ決して無理な要求ではないはずである。

31年度 [10J

この問題は，数表から，問題で要求している数値を読みとることと，その解

釈を問う ものであり，正答率は50.5右前後である。これはp 数値を読むことは設

問の中に読む観点が明瞭に禾さたているのであるから，綿花の23.6%が1934年

~1936年代に最ノにの数値であることくらい小学校の]j_年生でもできるはずであ

り，他の数値を読むことも同様でゐる。そうすると，乙この問題の正答E率客が5卯0%z 
前後でで、あるというととは解釈を問うところに困難があると判断してよLい、、。輪入

一でε

外国から大部分輸入し7てておりi特に衣料の原料として重要な綿花は，現在わが

国では産出されず外国から全部輸入しているこ之。そして.それは加工されて

国内の消費に向けられるだけでなく，輸出品としても重要な地位を占めている

こと。さらにイギリスなどに比べて 100年も遅れたわが国の工業は，まず紡織

工業の発達から始まり，戦後の工業再建もこの工業から着手されたこ之がわか

れば解答できるはずである。

ロの輸出で生糸が%に減じた理由は.戦前わが国の貿易で、生糸がもっとも重

要な輸出品であれしかもそれが大半，アメリカに向けられたこと。そして，

その大部分が婦人の靴下に加工されたこと。これに対してナイロンがアメリカ

で発明され，途中戦争のあったことなどの事情から，戦後はほとんど靴下はナ

イロンに取ってかわられたということが理解されていれば解答できるはずであ

る。

この問題も，以土のような理解をもった生徒には，数表を順次計算するよう

なことをしなくても，品目で見当がつくわけであるから，問題の処理も速くで

きるはずで、ある。

貿易の問題は相手のあるこ2とであり，相手の状況の変化によって，わが国の

貿易，ひいては，園内産業の状況も変化することなど，当然，指導されていな

くてはならない。
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この問題は，戦前と戦後の耕地の所有者と耕作者の関係がどう変化したかと

いうこ主で，農地改革のおこなわれたことと p その意義について理解している

かどうかをみるものである。 イについては，もっとも大きく変化したのは伺か

をきいているのであるが，とれは数値の大小からその変化を判断するものであ

り，いわば数値を読みとることができるかをみる問題であるo これに対してロ

は，その大きく変化したのはどのような政策がおことEわれたかを問うているも

ので、あって，これは歴史的な内容でもあり，かつ，現在のわが国農業の特色に

も関するものでもおる。特に歴史的には第二次大戦の結果，連合国側がわが国

の民主化をはかり，その重要な政策の一環として農地改革がなされたものであ

る。これは当然学習内容として取りあげられなければならない。しかも，向作

農が大きく堵加したというのは政策実施の直接的な結果であるから，この問題

司l は政策の内容を具体的に知っているかどうかを問う問題であるといえる。つま

『ー
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¥， 
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32年度 [3J

り，農地改革という"ことば1/を知っているだけでなく .その内容とそれによ

っておこった笑際の状態も具体的によく理解していることがたいせつなのであ

る。

32年度 (6J

この問題は，大都市と郡部の年令構成の相遣を構成図で示し，その相違を数

値で読みとるというよりも，構成図の形状の相違で認知し，その理由は何かを

1'， 問うているものである。ところでこの形状の相遣を認知することはそう困難な

ことではないから，その理由は何かというところにむしろこの問題の困難さが

ある。

この理由を述べることができるためには，大都市と「いなかJとがもっそれ

ぞれの機能の相違を根底から理解していなくてはならない。たとえば，都市の

職業別人口や産業構造p 近十時1市発達の原因とその歴史的背景など。これと同

時に，人口の増加には自然増と社会増のあることも知っていなければならな

い。これは都市の特色を理解するばあい当然でてくる学習内容であるが，さら

iS: にp この自然培と社会増についての基本的な理解として一般的同， ~:Q地域

司

，1; 

， .j 



のある年令の人口の推移は l才の時にもっとも多く，年令の多くなるのにつれ

て減少していくものであること。したがって，大都市である年度の年令構成で

18才頃から人口が噌加している状態を示しているばあい，その年令層は出生時

にもっと多い人数であったのに対し，17才以下は出生時の人口が18方のそれに

比べてきわめて少なかったということなのか，そうでないとすれば，他地域か

ら流入してくる人口が18才頃から急激に増加するかである。前者の矯令，自然

増は一般に大都市より郡部に多いとされているのに，郡部にも同じ現象がない

のであるから，当然，ここに提示された年令構成図の大都市は18才頃より他地

域からの流入が急激に培加したこと， すなわち，社会増によるものであること

を意味する。このことはなぜ18才頃の人口が都市に急激に流入するかを都市の

機能主結びつけて説明するこ とができなくてはならない。

以上のような思考の過程をたどることのできる生徒は，このような年令構成

図をみたことがないとか，特別に教師の指導を受けるということがなくても正

答できると思う。

33年度 (6)

この問題は石炭の消費量の増減について問うたものである。これは三つの数

表を関係、づけることができれば，提示された資料のみでも容易に解決できるは

ずである。と こ為が， 正答率はイカ~4 1 .2%， p が72.8%で，特にイがこのよう

に低いのはどうしたことによるのだろうか。これまでの数表，グラフについて

の問題はp 提示された資料だけでなく，既有の知識があるかどうか，それを利

用できるかどうかで問題ができない場合もあり，それだけ困難であったのに，

この問題のように提示された資料を操作することによって解決できる問題の正

答率が予期されたよりも低いのはなぜであろうか。結論的にいえば，この三つ

の数表をどの角度で関連づけたらよいかという点がみいだせなかったからであ

ろう。しかし，これは問題をよく読めばわかることである。たとえば，イ11:.，

「石炭消費量の鴎加率がもっとも大きい事業はどれか」というのであるが，昭和

24年.27年， 31年を比べてみて，各事業中電力の増加率が一番高いことfま，概

数でも見当がつく。この場合，増加率という"ことばMがわからないとすれば，
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とれは，数学の領域に属することで，その理由は，第2表をみれば火力発電の

増加ですぐ理由を書くことができる。このようにみれば別に困難ではないが.

生徒のつまずきは案外のところにあるのかも知れない。誤答例がないためこれ

以上のことは，この際ふれずにおくが，現在の火カ発電が石炭を燃料にして蒸

気ターピンで発電することさえ知らないのかもわからない。

34年度 [8) 、 ー

との問題のイは円グラフを読んで、判断する問題である。イの lは輸出入の品

目も個々の具体的なものでなく，製品とか原料という “ことばd で表現して，

その割合をZで示しているので，輸入では原料品が，輸出では製品が大きな割

合を占め，これがわが国の貿易の特色であるということは容易に判断できる。

正答率の95.1%がこの容易きを物語っている。

これに対してイの2は「戦後，台湾や朝鮮から移入がなくなり，また人口も

増加したので」という解釈が述べてあり，その解釈にあてはまる品目と，その

品目の示す数値をみい出せばよいのである。ところが，この正答率は67.3%で

イより低くなっている。これは，この解釈と該当する品目を結びつけるこ とに

困難を感じたためで、あろう。

ところで，この解釈で述べられていることは「戦後のわが国Jという概念の

中に当然含まれている意味内容であっ‘て，領土を失なったこと，人口が海外か

らの帰還などで増加したことなど，小学生でも知っていることである。と ころ

が，この正答率からいうと，このことと食料を関係づけてとらえられない者が

30%ぐらいいることになる。食料を自給できないととも，わが国の大きな問題

であり人口と国土の面積(耕地面積〉との割合に気がつけば解ける問題である。

こうなると問題の所在は，人口とか，食料とか，国土の面積とかいうことが

単なる"ことば"としてとらえられており， 実J裁としてないこと。また理解の

ともなわない"と幻1."で考えるばあいの思考の欠陥を示すものだといえよ

う。

ーの ー



30年度 (9)

日本態i去で保障されている鶏本的人椴には，向由権，請求権〈受益絞).参政権

などに闘するものがある。つぎのことがらは.どれに関係があるか.それぞれあて

はまるものの番号を書きいれなさい。

1. おじさんは裁判の結採が不公平だとして控訴することにした。

2. 兄は近く学校を卒業するが，自分に適した職業につきたL、といっている。

3. わたくしたちの町内の人人は，道路をよくするように市会に請願した。

4. 近く町村合併について住民投票が行われるが，父はその日旅行するので不在

投票をした0

5. わたくしは自分の怠見が正しいと思うので，それを雑誌に発表した。

|ィ |自 由泡|

|請求権 |
(受益権〉

ハ |参政権|

(6/.2) 

34年度(7)J 

つぎの五つのことがらは，わが国の惣?去によって保障されている権利のうち.A
自由権.B生存権.C?育求総.D参政権のどれにあたるか。それぞれあてはまる符

号をく 〉の中に書きなさL、。

( ) 1. 公共の持軍祉に反しない限り.どこで住んでもまた移転してもよい。

( ) 2. 被告人が無罪の裁判を受けたときは.法律のまさむるところにより

閣にその納f}'i:を求めることができる。

( ) 3. すべて国民は， 健康で文化的な最低限皮の生活を営む権利があ

る。

( ) 4. すべて凶民は，働く椴和jをもっている。

( ) 5. 成年者は法律の定めるところにより議員になることができる。

(39，/) 

このこつの問題は，どちらも，具体的な基本的人権の行使が，自由権，参

政権，生存権などのどれに属するかを問うものであって，いわば，上位概念

と下位概念を結びつけることができるかをみたものである。

2 このような上位概念の中に下位概念を含めて整理することのできるために
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主は上位概念をあらわした "ことば“をもっていなく てはならない。 そじて，

その Wととば"の意味することを具体的に指すことができなければならな

い。この問題の正答率が， 34年度で39.1%，l:いうのはあまりよいできとはい

えない。そのできない理由は，この二者のどれかがじq うぶんでないからで

あろう。

3 上位概念と下位概念をは握するということは，基本的人権を理解する過程

で指導されたければならない。基本的人権という"ことば"と，基本的人権に

関する具体的な行為の中聞に位する概念、がこの自由権，参政権，生存権など

である。ところで，基本的人権ということを平板的にとらえると，これらの

中間概念がおのおの並列した形で受取られ，このように分類する意味を一つ

の形式のように考えがちになる。こうした弊におちいらないためには， 人間

の存在についての基本的な考え方，社会と個人の関係や，特に国家権力との

関係について歴史的な角度から指導する必要がある。そうすれば，基本的人

権ということばも，人聞の生存，人聞の自由という概念を抱括する上位概念

に使われるものだ左いう理解をもつようになる。その理解を逆に現在的問題

に適用して，それらの問題にかかわる行為が人聞の自由としづ概念に属する

ことなのか，参政権という政治行為に属することなのかがはっきりするはず

である。特に基本的人権が個人を尊重するということであって，人間一般の

意味でないことをじ申うぶん理解させなくてはならない。そうでないと，単

なる"ことばuの詰めこみに終ってしまい，生きて働く知識にならないでし

まう。基本的人権の尊重が単なる観念で終らないためには以上のととが童要

な留意事項で~る。

31度年 C1 J 

つぎのことがらのうち，国会に椴限のあるものを二つ選んでその番号をOでかこ
みなさL、。

1. 総理大臣を指名する。

2. 法律が惣法にそむいてL、るかどうかを最終的に決定する。

3. 弾劾裁判を符ヲて， 裁判官をやめさせるかどうかをきめる。
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4. 米議院を解散するc

(65.2) 

32年度 (BJ

わが国における地方公共団体について，つぎの問に答えなさL、。

イ 地方公共団体は法に基いて，その実情にかなった政治を行うことができるよ

うになっているo このような政治の組織，主E滋を{可というか。

ロ 普通地)J!k共同体の艇類を書きなさし・。

(イ-30.7 ロー10.5)

解説

この二つの問題は，政治機構や権限に関する知識をもっているかどうかを

みるもので為る3

2 32年度 (8)の正答率が，イは30.7%，ロは 10.5%という低いものであっ

たことは，どこに困難があったので、あろうか。まず考えられることは，地方

自治について，その機構，運営，種類などを分類整理してきちんと指導しな

かったのではないかという点である。つぎに地方公共団休とか普通地方公共

団体というような法律用語が正しく与えられず，一般的な用語で指導された

のではないかという点である。

3 31年度[1 ]は国会の権眼に属するものは何かを二つ選ぶわけであるが，

このことは三権分立を学習する過程にもでてくる内容である。このこ之が確

かな記憶になるためには，民主主義政治における三権分立の意義や，三権問

の関係を図示するなど多様な連合をともなって理解されなくてはならない。

しかし，政治機構や権限は民主主義の政治であるかぎり，民意をもっ之もよ

く政治に反映するためにその機構が構成され，その機構にともなった権限が

あることを，立法，行政，司法の三権について確実に理解させなくてはなら

ない。

-68-



32年度 [8)は地方自治に関する問題であるが，これを問題形式からみれ

1:.1， はある概念に対応する"ことばH をは握しているかどうかをみる問題であ

る。このことは HことばM 一一概念の関係について，つぎのような考え方を

教師がもっていなくては指導が形式的になる。すなわち.ある事態や現象，

それを一般化し本質を表明する概念に対応する"ことば"を獲得するというこ

I，j とは，思考を迅速にし，能率的にするためであり，これはr さらにコミュ ニ

ケーションの能率をたかめることでらる。したがって，上位の概念に対応す

j
 l
 

る"ことば"を獲得すればするほど， 一般的に有用性は広まるということが

できる。しか1...-，反面， "ことば"を"ことばH の定式で，すなわち， "ー

とば"の意味する之ころをもたないで獲得しても，それを使って思考するこ

とも意志の伝達はできず，そのようなものは人生の重荷にとそなれ， なんら

役にたたないものなので為る。そこで，学習指導の場合には，よ り上位の概

念の獲得をはかるとともに，その概念を生徒の既有の概念と結びつけること

ができるように指導することがTこいせつで、ある。

31年度 C2J

つぎのうちで民主主義の精神に合うものにOを，反するものに×を， ( )の中

に書きいれなさい。

c ) 1. わが身をつねって人のL、ずこさを知れ。
( ) 2. 泣く子と地頭には勝たれなし、。

( ) 3. 長L、ものにはまかれろ。

( ) 4. 天は人の上に人をつくらず，人の下に人をつくらず。

く88.9)

33年度(7)
ー

つぎの文に示された考え方を，民主主義の立場からみて，正しいと思うものに除

Oを，そうでないものにはxを， く 〉の中に書きなさL、。

( ) 1. きりう部遂の集会で，わたしの父は部落総代に選ばれた。しかし

母は「本家の主人がL、るのだから，おとうさんは辞退したほうが

よかった」とし、っているが，わたしもそう思う。
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( ) 2. 背年の集りで f人聞のねうちは1提言長や社会的地位によってきま

る。 JとL、うえま見と， rどんな職業についていようと，また社会

的地位がどうあろうと，それと人聞のねうちは日11なものだ。」と

し、うな見がでたが，わたしはあとの'JJ.児が正し¥，必以う。

( ) 3. ある学会で学問J三の考えブJについて，学者たちのなQポー派にわ

かれて討論が夜おそくまで就けられたが，とうとう結論がでなか

ったとbヴ。こんな場合には適弐なときをみはからって，.多数決

できめる方が民主的で能率的に結紛ができるのにと.わたしは。思

った。

く ) 4. ある学者の研究によると.人聞にとっては左側通行が自然だとい

(68.0) 

解説

うことだが，学問上の理由はともかくとして，現夜日本では右似u

通行を守らなければならないと，わたしは思う。

! この二つの問題はp どちらも民主主義についての基本的な考え方を理解し

ているかどうかをみるものである。

2 生徒がこのような考え方を意識之してもち，それを具体的な場に艮[Jして判

断することもできるということは，二つの正答率からいえるようである。し

たがって，このような内容に関する知識，理解はじ宇 うぶんあるものと判断 .

してよいと恩う。

3 このような民主主義についての考え方は，単にそれを意識としてもってい

るだけでは不じ申うぶんでおって，現笑の生活の中に具現されなければ無意

味である。しかし，行動の指針として基本的な考え方をもっていることは，

意識的に行為するという点でやはり重要ではある。

ところで，この二つの問題をみると， 31年度 (2)はことわざや格言につ

いて，これが民主主義の精神にあっているかどうかを判断させる問題である

iが，これができるためには WことばM の内在的意味をとらえるカがなくては

ならない。このような言語力は国語教育の重要な役割であるが，社会科にお

いてもその内容が社会科に属する限り，やはり指導しなくてはならない。

"ことばM の内在的意味はその HことばM の使用される場が問題になる。こ

の問題に示されたことわざや格言はその成立にそれぞれ独自の歴史的背景を
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もっている。たとえば， 2と3は封建時代の経済外強制に対する「あきら

め」と消極的抵抗をものがたるものであ!)，民主主義における個人の権利と

義務の主張と対照的な物の考え方であり， 4は福沢諭吉の 「学聞のすすめ」

の冒頭に掲げられた有名な"ことば"であるが，被が中津青年の下士の家に生

れたという封建時代の身分制度の不合理を身にしみて休得した生いたちがあ

ればこそ，一層この "ことば"の意味が痛切なひびきをもつのである。この

ような， ことわざや絡言の生れた時代的背最右説明してやれば生徒の理解は

一層深まるにちがいない。

33年度 (7Jは.ある場面の中における言動が民主主義の考え方に合って

いるかどうかをみる問題である。 このような問題も，やはり， その Hこと

~í" のあらわしている意味について考えることがたいせつである。すなわち

"ことば"の形式のみ読みとるのでなく，その中に為る。本質的なものを読

みとることができごな〈てはならない。そして，その本質的なもの左民主主誌

の考え方が共通しているかどうかを，さらに，みわけることができなくては

ならない。このような能力があれば，初めて接するような内容のものでも解

答できるはずである。

31年度 (7)

つぎのイ，ロの政策によって行われたものを，下の仁=1のうちからそれぞれ'
つずつ選んでその番号を( )の中に書きいれなさL、。

イ.捌治|時代に政府がとった産業振興のための政策( ) 

ロ.太平洋l挽争後，政府がとった経済民主化のための政策く 〉

1.中聞に二十ーか条の要求を出して経済的織益などを得ょうとした。

2.財閥を解体したり，災地改革をおこなったりしTこ。
3守経慌のいろいろな聞にわたって戦時統制をきびしくおこなヮた0

4 . 富岡~糸工場のような官蛍工場を設けた。

5. t反主直退助等の唱える自由民総運動を圧迫した。
6.アメリカとの聞に，安全保障条約を結んだ。

〈イ-65.7 ロ-47.6)
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33年度 (8)

社会保障について，つぎの問に答えなさし、。

イ.つぎの保険のうち，現夜わが国が社会保障制度としておこなってL、るものに

はOを，そうでないものにはX‘会( )の中に裂きなさし、。

( ) 1.失業保険 ( ) 3.健康保険

( ヴ2.簡易生命深険 ( )壬.火災保険

ロ.I習や地方公共団体からも多くの質問を出して，進んだ社会保際制度をおこな

ヮてし、る国を，つぎのうちからー・つ選んでその番号をOでかこみなさし、。
1 .イギリス 2.イタリア 3.イ::/]: '4.アメ Pカ

(イ-532 ロ-68.0)

解説

この二つの問題は，どちらも，'ある剛tの政治や国民の生活を象徴的にあ

らわしている政策や制度についての知識の有無とその理解の度合をみるもの

である。

2 33年度 [8 Jは単純に知識をも っているかどうかをみる問題であるから，

正答できなかった生徒は，このような知識に接しなかったか，接したとして

も記銘が強固で、なかったものである。 31年度(7Jは政策の具体的な内容を

もっているかどうかをみるものであるから，単に政策を表面的にしか涯解し

ていない生徒は容易にとくことができない。

3 政策や制度というものは，その時代の政治や国民生活を象徴的にあらわし

ているものだある。したがって，ある政策を理解するということは，その背

景となる当時の社会の状態と結びつけて考えることがたいせつである。たと

えば， 31年度 [7Jの問題で，イの明治時代に政府がとった産業張興のため

の政策は，明治維新以後，文明開化，富国強兵のスローガンのもとに，わが

国の速かな近代化と，欧米列強に対抗してそれが進出を排除しようとする動

きのため，まだ民族資本のじゅうぶんな蓄積をみない当時，政府の力で産業

の伸張をはかったものであり，富岡製糸工場の設置はその具体的な例であ

る。また，ロの太平洋戦争後，政府のとった経済民主化のための政策は一一
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経済民主化という HことばH が理解できないために解答できない者もあった

かもしれないが一一敗戦後連合国によって要求されたわが国民主化の一環と

して，;l;_;，るいは.民主化のための根本的なl汝革の基礎として財閥を解体した

り.農地改革をおこなったことの意味を理解させるこ乞が&:、要でらる。した

がって，このような学習内容は二年生に指導される歴史的な内容においても

三年生の経済に関する単元でも取りあげられるわけであるがp とのこつの指

導がばらばらなものでなく問題意識のもとに統一されることがたいせつであ

る。そのためにp 三年生になってからの指導の際も，常に二年生で指導され

た陪史的分野の内容を想起させ，それと関連をもたせながら考察するように

指導がなされなければならない。

33年度[8 Jの社会保障制度の問題は，三年の政治，経済，社会生活のど

の単元にも取りあげられるはずであるが，これは現在，世界のどの固でも，

多か札少なかれ社会保障の問題に取り組んでおり，決して社会主義国家だけ

ではないのである。そして，その制度の進んで、いることが，民主化の程度を

あらわしているのだといってもよいほどである。すなわち福祉国家というこ

とは各国に共通した方向なのである。このことからわが国も社会保障制度の

確立のために努力し，国民年金制度などもそのあらわれの一つであるといっ

てよいhとのように，社会保障制度というものは，どのような考え方にたち

どのようなことを到達の目標としているか，ーたとえば，英国の 「ゆりかごか

ら墓場まで」のスローガン之その実現や，現在，わが国で実施している社会

保障制度の内容を具体的に取りあげるなどで，理解させることが必要であ

る。

30年度 (4)

つぎのことがらのうち，国際連盟に関係のあるものと，国際連合に関係あるもの

を選んで，右の表の空欄にそれぞれの番号を書きなさL、。

1. ソピエト述邦は途中から加入したが，-， I =.，.，，_...~. I 
I a.国際連盟|

メリカ合象闘は加入しなかった。 I '-'''.'.--1 

2.たとい小凶でもーつの国が反対すると. I b.国際連合 |

なにごとも決定匂できなし、。
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3. r世界人権宣言」を発表した。

4.教育・科学・文化を通じて世界の平和と安全なはかろ、うとするための組織を

もってレる。

5.戦争や武力にうったえる国を制止するためのゐ・カな手段主しては，経済封鎖

以上のものをもたない。

く22.2)

32年度 C7J

つぎの文のく 〉の中にあてはまるものを，下から一つずつ選んで，その番号を

書きなさし、。

日本は国際連合に加盟する努力をしてきたが1952年と1955年には，ソ速がaく

〉を行使したために加盟できなかった。しかし. 1956年12月の園連総会はb

( )の勧告に基いて日本の力11]1星決議を全会ー致で可決した。これで日本は

第80番目の国連加盟国主なった。

1.国際連合事務局 2.拒手手権 3.請求権 4.安全保障理事会

5.国際司法裁判所

(7/.6) 

F 

32年度 (10)

つぎの交の( )の中にあてはまるものを，下から一つずつ選んでその番号を書

きなさL、。

， 1951年9月a( )において「日本に対する平和条約Jがアメリカ合衆国

など49か国によって調印された。さらに日本に対する武力攻撃を防ぐためにb ( 

〉がc( 

年に調印された。

〉聞に調印された。その突施のためd( 

1. ニューヨーグ 2.安全保障条約 3.サν7ラユ/シスコ

唾. 目ソ 5. 日米 6.行-政協定

(48.3) 

解説

〕が1952

l'_ 
tv， 

この三つの問題はどちらも国際関係についての知識をもっているかどうか
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をみるものであり， 30年度 (4)は国際連合と国際連盟の相遣について， 32 

年度(7 )はわが国の連合加入のいきさつについて，生徒の知識をみてい

る。

2 30年度 (4)の正答率は22.2%であまり高いとはいえない。とれは国際連

毘と国際連合の相違を比較する場合， a機構， b結成の歴史的展望， c加盟

国とその参加の状態， d議事方式，e行なったtE:事， f機能などのいろいろ

な角度からみたかどうかというこ之と関連する。この正答率から推測する

と，あまり内容的に重要なことがらの指導がじ唖うぶんなされなかったので

はなかろうか。

3 国際関係についての問題は，時事的な角度から取りまらげることが多L、。こ

のことは二つの意味がある。一つは，現在世界の情勢が急激な勢いで進展し

ており，きのうの状態は決してきょうの状態でないということである。この

こ之は常に世界の情勢に目を向けていなくてはp 現在の問題解決に適切な手

がうてないということである。いま一つは，わが国も世界の一員として，国

際関係の外にあることは許されず，孤立した存在ではないということを意味

している。このことは，やはりわれわれが自分の問題を考える時でも国際関

係を無視してはなにもできないということをゐらわしている。以上のことは

社会科の学習内容を端的にあらわしているのであって，現在の問題に目を向

けない社会科は社会科でありえないとまで極言できょう。したがって，国際

関係，世界平和の問題も現在的問題意識のもとに取りあげられなければなら

ない6

このように考えてくれば，ここにあけγこ三つの問題も社会科の内容として

当然，時事的な意味でふれられなければならない問題であれ当時の国際的

な，諸問題の巾でもわが国にとってぎわだって重要な問題の一つでゐったはず

である。ふだんから，新聞，ラジオなどのニュースと関連づけて，生徒の興

味と必要感に訴えながら指導することがたいせつである。
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30年度 (6)

つぎの文の{ }の中で適当主恩われるものをーつ選んで，その番時Oでか手み

なさL、。

国際収支の{1 受取超過 2 支払趨過)峨くと，外貨(外国為瞥など〉が

多くなり，また一般には経済が臨をおび，国民所得も{3橋大 4 減少)す
る。最近わが向で{s輸入 6 輸出)をおさえ{7 輸入 8 輸出)を献
する峨が強力にとられているのは{9・受取超過 10・支払超過)をつづけてい

くときだ払が闘難となり， ê.~1内の物資は一時多くなるが， やがて悶民の生活が昔しく

なるからである。

く28.2)

31年度 (6)

つぎの文を読んで正しいと思うものにOを，あやまりと思うものには×を， ( ) 

の中に怠き入れなさし、。

く ) 1.公債や社債を買うことは，支払を泌すばかりで，家庭の経済には

役立たなレ。

く ) 2.イシフνーショジになると，物価が高くなり，ー般には貯蓄する

ことが困難になる。

く ) 3.消費組合に加入して，家計の合理化をはかれば，一般に貯蓄を増

すことができょう。

( ) 4.エyゲル係数が高いほど貯蓄しやすし、家昔十といえる。

(46.3) . 

32年度 (4)

つぎの 1.2.3.4.のことがらは，それぞれ下の図のA.B. C. Dのどれにあた

るか。あてはまるものを選んで， その符号室~( )CI)，中に密きなさし、。

( ) 1.生産が急激に

おとろえる。
さ

工場が閉鎖さ

れ，失業者が

憎加する。

く ) 2.生産財を生産する部門の活躍がはじまる。
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( ) 3.消費財を生産する部門の活躍がはじまる。しかし生産財を生産す
いちとる

る部門の活1児はゆきつ‘まる。失業者が著しく減少する。
問つ

( ) 4.生涯が活発には行われない。失業者が多L、。

(700) 

解説

l 以上の三つの品覗直は，いずれも，経済用語とその用語があらわず事態につ

いて理解しているかをみる問題である。

2 302[.度[6) ， 31年度[6 J ， 32年度[4 Jと年をおうにしたがって正答

率は布くなっているが，これは学習指導の効果があがったと解するより，経

済用語でもよくふれたものと，あまりふれないものとの相違があらわれたと

解すべきであろう。だから， 32年度 [4Jのように内容的にはきわめて高度

の問題が70%の高い率であることは，とのあたりの事情を物語っている。し

かし，このことが，はたしてよく理解しているととをあらわしているのかと

いう点になると問題である。単なる 11ことばM の暗記に終っている心配が多

分にあるからである。

1: 3 30年度 (6)の問題は正答率が28.2%でこの三つの問題の中ではー者時

が悪い。この理由を推測してみると，まず第ーに「国際収支Jとか「受取超

過Ji支払超過」というような経済用語の意味がよく解らないということと

第二~ì，その用語のあらわす事態相互の関係、がどういうように動くのか，と

いうことが解らないというこ点にしぼることができる。第一の経済用語が解

らないということに対しては，その"ことfi"の意味を生徒の理解できる"こ

と1i"で、いいか.えてやることによって，ある程度可能であるが，具体的な内

容でわが国の貿易の状態を説明するごとによって，第二の点と併せて一層理

解を深めることができょう。そのためには，戦前，戦後の貿易の消長を歴史

的に取りあげることも考えなくてはならなlい。一般に経済に関する内容は抽

象度の高い"ことばH によって問題がとりあげられ，生徒の経験を通してみ

ることができないものが多い。したがって，このような内零の指導に当って

は，できるだけ身近な具枠的現象をとりあげて比織的に指導することが効果
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的である。たとえば，この問題のような貿易に関しては各自の家計を例にと

り，自分の家の経済もどんどん品物を買入れれば一時は家庭内の物資も豊富

になるが，代金の支払のとき赤字となって困難する，これと閉じように国の

貿易も輸入を多くすれば支払が超過になり困難する，というように指導すれ

ば生徒の理解を零易にすることができょう。

31年度 [6Jと， 32年度 [4Jの問題も経済用語の意味と，用語のあらわ

す事態の聞の関係を理解できないと答えられない。この指導も30年度 [6J

と同じように考えればよい。ただ，この場合，考えなければならないことは

32年度 [4Jの正答率が70%と高いのを，そのままう呑みにして，このよ う

な景気の変動についてよく理解していると判断するのは危険のように思われ

る。すなわち，この問題で表現しているような"ことばN の定式で暗記して

それで符号を記入することがないとはいえないからである。したがって，こ

のような設問の形式であればできても，なぜそのように景気，不景気が生ず

るのかを問うような問題になれば，おそらしもっと正答率はさがるであろ

うし，現実の家庭経済について国や社会の経済の変動と関係づけて，適切に

処理するようなこともできないであろう。すなわち，その"ことば“の意味

している現象や事態を取扱わずに"ことば"の操作だけで暗記する以上は，

このような心配が多分に出てくるのである。

以上，政，経，社の分野について一通り述べてきたが，これらをまとめて，

学務l指導にあたって全般的に留意しなければならない事項を簡単に述べてみ

る。

。政，耗，社の分野では特に現在の社会の諸問題に生徒の自を向けさせ，学

習内容もできるだけ現実の問題を取りあげるようにする必要がある。一般

にこの分野の学習内容は抽象的なものが多いのであるが，生徒がじ甲うぶ

ん理解するためには，かれらの既有の知識や過去経験とよく関連をもたせ

るよ うに指導することがTこいせつである。

。術語や用語については，ただ定義を与えるというのでなく，具体的な内容

をいろいろ取りあげ，それらを比較して一般化するという帰納的な思考過

程をたどらせることがたいせつである。
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。統計，グラフなどの活用をはかること。この研究でいわれることは一般に

統計，グラフの数値を読みとることはよくできるが，その数値の意味して

いること，その数値が代表しているいろいろな現象についての解釈が不じ

9うぶんのようである。この点についての指導は統計やグラフを問題解決

という学習の過程にうまく取りいれることによって可能になると思われ

る。

qこの分野の知識は一般に抽象度のたかいものを HことばH の暗記でもって

いるものが多いようである。この点については文部省の昭和33年度全国学 ‘

力検査の結果の考察にも指摘されているのであるが，抽象度の高い知識を

もっていても，現実の問題解決に役立てることができなくては無意味であ

る。この点，指導に際してじ申うぶん考慮し，生徒の理解を深めるように

することがたいせつで、ある。

。厳密な比較考察をおこなわせることが不じ申うぶんのように思われる。た

とえば，国際連合と国際連盟の比較とか，社会保障制度における各種保険

と営利事業としての保険など具体的にとりあげ.いろいいな角度から検討

させるなど，多角的な判断のできるようにすること等。
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弘、

-あと が き

この紀要は最初にも述べたように，当研究所が34年度より構想を新らたに着

手した 1-学力と教育条件の整備ならびに学習指導訟の改善」についての研究の

手はじめとしてとりあげられたものを集録したものである。高校進学学力検査

問題とその結果は，本県の中学生の学カにどのような問題があり，どのような

改善すべき点があるかを知る上に，唯一の資料といってもよいものである。わ

れわれは，学力問題の研究を進めるにあたって，まず最初に，本県の児童生徒

の学力の実態を少しでも知るため，この高校進学学力検査問題とその結果をと

りあげることにした3 その結果， いろいろな問題の所在するこ とがわかったの

で，この問題点がなぜ生じたか，それを解決するにはどうしたらよいか，特に

ふだんの学習指導がどのように行われねばならないかを明らかにすることに努

めた。幸い，つぎの先生方の協力参加を得て，この研究紀要を作成することが

できた。ここに深〈感謝の意を表したい。

県立新潟中央高等学校教諭 伊 里修一〈主として地理的分野〕

向上 浅委康二(主として政・経・社的分野〉

県立新潟南高等学校教諭 高橋道雄(主として歴史的分野〕

新潟市鳥野屋中学校教諭 佐々木 正(金分野〉

" 符居小学校教諭 若佐 裕〈向上〉

" 自新中学校教諭 柴野滑 ー(同 上〉。

この研究の企商，研究方法の大綱は当研究所の金所員が共同して推進したも

のである。なおこの紀要の社会科篇の執筆は主として羽鳥敬ーが担当した。
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